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              午後２時57分 閉会 
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文教民生委員会・分科会次第 

 

          日時：2024年３月18日（月）９:30 ～ 

                     場所：第２委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 ⑴付託・分担案件の審査(別紙 議案付託表・分科会分担表) 

 ア 委員会審査   

 イ 分科会審査        

 

⑵分科会意見・要望のまとめ 

 

⑶委員会意見・要望のまとめ 

 

⑷その他   

 

 

４  その他 

  次回の委員会の開催について 

⑴ 日時：３月 19 日（火）９時 30 分～ 

⑵ 場所：第２委員会室 

 

 

５ 閉  会 



令和６年第１回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第４号議案 豊岡市立市民交流広場及び豊岡市立こども広場の指定管理者の指定

について 

  第８号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

  第９号議案 豊岡市手数料条例の一部を改正する条例制定について 

  第10号議案 豊岡市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

  第16号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第４号） 

  第17号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第４号） 

  第18号議案 令和５年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

  第19号議案 令和５年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

  第24号議案 令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

  第25号議案 令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

  第26号議案 令和６年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

  第27号議案 令和６年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

  第28号議案 令和６年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

  第29号議案 令和６年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号 令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

  第15号議案 令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

  第23号議案 令和６年度豊岡市一般会計予算 

  第34号議案 令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第35号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

≪参考≫ 報告案件議案所管分 

【文教民生委員会】 

  報告第２号 専決処分したものの報告について 

   専決第２号 損害賠償の額を定めることについて 



令和６年３月定例会 

文教民生委員会・分科会 審査日程表（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月18日（月） 

９：30～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00～ 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

 

 

説明・質疑 

○分第23号議案 ⑥豊岡市一般会計予算 

 

 

・・・・・・・当 局 職 員 一 部 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第８号議案 豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

〇第10号議案 豊岡市介護保険条例の一部を改正する条例制定につい

て 

〇第24号議案 ⑥豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

〇第25号議案 ⑥豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

〇第26号議案 ⑥豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇第27号議案 ⑥豊岡市介護保険事業特別会計予算 

〇第28号議案 ⑥豊岡市診療所事業特別会計予算 

〇第29号議案 ⑥豊岡市霊苑事業特別会計予算 

 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

こども支援課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

学校教育課 

幼児育成課 

社会教育課 

 

 

説明・質疑 

○分第23号議案 ⑥豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第23号議案 ⑥豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第23号議案 ⑥豊岡市一般会計予算 

 

 

 

・・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

 

【委員のみ】 

討論・表決 

○分第23号議案 ⑥豊岡市一般会計予算 

 

意見・要望のまとめ 

《第23号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第８、10、24～29号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ 

 



 

 

 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月19日（火） 

９：30～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：50頃～ 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

 

＊第９号議案のみ 

【消防本部】 

 予防課 

 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第９号議案 豊岡市手数料条例の一部を改正する条例制定について 

〇第16号議案 ⑤豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号） 

〇第17号議案 ⑤豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第４号） 

〇第18号議案 ⑤豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

〇第19号議案 ⑤豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

 

 

説明・質疑 

○分報告第２号 専決第２号 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

○分第15号議案 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

○分第35号議案 ⑥豊岡市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

こども支援課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

学校教育課 

幼児育成課 

社会教育課 

 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第４号議案 豊岡市立市民交流広場及び豊岡市立こども広場の指定

管理者の指定について 

 

 

説明・質疑 

○分第15号議案 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

○分第34号議案 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

○分第35号議案 ⑥豊岡市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、○（黒字）は文教民生委員会 付託

議案です。 

※ 18 日中に当初予算の討論、表決を行い意見要望の取りまとめを行います。 

 



 

 

 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月19日（火） 

 

 

【委員のみ】 

 

討論・表決 

○分第15号議案 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

○分第34号議案 ⑤豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

○分第35号議案 ⑥豊岡市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

意見・要望のまとめ 

《第15、34、35号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第４、９、16～19号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

 

《閉会中の継続審査の申し出について》 

 

《管外行政視察について》 

 

 

 

 



【委　　員】

7 名

【当　　局】出席者に着色をしています。

名 名

【事 務 局】 合計 42 名

午前の部

午後の部

瀧下　貴也

市民福祉課長

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

社会福祉課参事

社会福祉課長

大岸　勝也川端美由紀

武縄　真明内田　　完

櫻田　　務

西松　秩里 米田　紀子

吉村　容子

城崎振興局

竹野振興局 市民福祉課長

日高振興局 市民福祉課長

出石振興局

但東振興局

教育委員会 教育次長

教育総務課長

柏木　敏高

市民福祉課長

議会事務局主幹兼
議事調査係長 小崎　新子

河本　美佳

定元　秀之

本庄　　昇

武田　満之 吉本　　努

木村　弥江

宮本　和幸 吉谷　孝憲

高年介護課参事

高年介護課参事

健康増進課長

高年介護課長

健康増進課参事

学校教育課参事

教育総務課参事

健康増進課参事

学校教育課長

教育総務課参事

教育総務課参事

正木　一郎

佐田美佐樹 野﨑　律男

職   名 氏　名 職   名 氏　名

木之瀬晋弥丸谷　祐二

健康福祉部 健康福祉部長 原田　政彦

幼児育成課参事 桒垣　敦子

幼児育成課参事

市民部長

こども未来部 こども未来部長

こども未来課参事

こども未来課長

旭　　和則

職   名 氏　名

三輪　純子

岡　　憲司

寺坂　浩司

村尾　恵美 服部　　隆

和田　征之

幼児育成課参事

社会教育課長

学校教育課参事

幼児育成課長

太　田　智　博

2024.3.18

川崎　智朗 佐伯　勝巳

惠後原孝一 惠後原博美

原田　泰三

国保・年金課長

市民福祉課長

副 委 員 長 小　森　弘　詞

委　　　員 荒　木　慎大郎

委　　　員

観光文化部長

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課長

くらし創造部

若森和歌子

　　　　　 新文化会館整備推進室長

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 芦　田　竹　彦

職   名 氏　名 職   名 氏　名

委　　　員 須　山　泰　一

田　中　藤一郎

委　　　員 米　田　達　也

委　　　員

こども支援課長

観光文化部

永井　義久生活環境課長

窓口サービス課長

市民部

宮下　泰尚

文 教 民 生 委 員 会 名 簿
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午前９時２１分 委員会開会 

○委員長（芦田 竹彦） 皆さん、おはようございま

す。定刻よりかちょっと早いんですけども、皆様お

そろいでございますので、ただいまから文教民生委

員会を開催したいと思います。 

 気温も先週から比べたらちょっと今日は寒い感

じがしておりますし、花粉も飛んでいるようでござ

いますけれども、大事な今日は令和６年度の予算含

めた審議でございますので、慎重審議でよろしくお

願いしたいと思います。ちょっと座らせていただき

ます。 

 一般会計に関する予算関係議案につきましては、

予算決算委員会に付託されまして、当委員会は文教

民生分科会として担当部分の審査を分担すること

になります。したがいまして、議事の進行は委員会

と分科会を適時切り替えて行いますので、ご協力を

お願いをいたします。 

 これより協議事項の１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 今日と明日、２日間の審査の予定についてお知ら

せをいたします。委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏ

ｋｓ上のフォルダー、文教民生委員会、２０２４．

０３．１８の中に配信しております審査日程表をご

覧をいただきたいと思います。 

 審査の順序は、そちらの審査日程表のとおり、議

案の順序を入れ替え、本日は、当分科会に分担され

ました第２３号議案、令和６年度豊岡市一般会計予

算について、部ごとに午前、午後に分かれて説明、

質疑を行い、委員会付託された第２４号議案から第

２９号議案までの各特別会計予算、計６件と関連す

る第８号、第１０号議案についての説明、質疑、討

論、表決を行います。続いて、委員のみで第２３号

議案の討論、表決を行い、分科会、委員会審査の意

見、要望のまとめを行います。 

 明日１９日は、その他の議案の説明、質疑、討論、

表決を行い、最後に、議案全体についての委員会、

分科会審査の意見、要望のまとめを行うことにした

いと思います。 

 以上、審査日程につきまして、ご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 なお、本日の当局出席者につきましては、審査日

程表に合わせて午前、午後に分かれてご出席いただ

くよう要請しておりますので、ご了承をお願いをい

たします。 

 ここで、委員会を暫時休憩をいたします。 

午前９時２４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２４分 分科会開会 

○分科会長（芦田 竹彦） ただいまより文教民生分

科会を開会をいたします。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するのではな

くて、十分な質疑時間を確保するためにも、新規事

業や前年度から大きな変更のあった事業、主要事業

等、要点を簡潔に説明をお願いをいたします。よっ

て、そのような部分がない部署からは、説明があり

ませんので、委員の皆さんはそのようにご理解を願

います。もちろん質疑は可能でございます。 

 また、委員の皆さんには、スムーズな議事進行に

格別のご協力をお願いをいたします。 

 それでは、くらし創造部、市民部、健康福祉部、

各振興局の所管部分について審査を始めます。 

 第２３号議案、令和６年度豊岡市一般会計予算を

議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いをします。歳出、続いて、所管に係る歳入、債

務負担行為及び地方債の順でお願いをいたします。

また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願い

をします。説明に当たっては、資料のページ番号を

お知らせください。なお、該当のページを委員が開

いたか確認をしながら説明を願います。説明、質疑

は部単位で、ただし、くらし創造部、市民部につい

ては、一括して行います。 

 それでは、くらし創造部からお願いをいたします。 

 生活環境課、宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） それでは、予算説明
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書の１０１ページをご覧ください。中ほどから少し

下になりますが、ごみの減量・資源化対策事業費で

す。指定ごみ袋等の作製業務に６，７９６万６，０

００円を計上するほか、販売店に支払う手数料とし

て１，５２２万円を計上しております。 

 次に、１１９ページをご覧ください。上の枠にな

りますが、自動録音機能付電話機の補助です。兵庫

県と連携しながら引き続き６５歳以上の高齢者に

最大１万円の購入費補助を行うため４００万円を

計上しております。 

 では、次に、１９３ページをご覧ください。最上

段のクリーン作戦推進事業費です。人件費と処分費

の高騰が続く中、毎年やりくりに苦労しておりまし

たけども、２０２４年度は包括的予算の仕組みを活

用することもできましたので、水路土砂、それから

海岸漂着物等の回収処分費を２０２３年度に比べ

て８０万円増額し１，１８１万７，０００円として

おります。 

 次に、１９７ページをご覧ください。２枠目の一

番上になります。塵芥処理事業費です。北但行政事

務組合負担金２億３，８９１万３，０００円は、２

０２４年度につきましては、２０２３年８月、台風

７号の豪雨で被害を受けました進入路斜面、それか

ら山のビオトープ、この復旧工事が発生してまいり

ますので、例年に比べれば１，４８３万円の負担増

ということになっております。次に、その下になり

ます。最終処分場管理費です。経年劣化に伴う苛性

ソーダタンク、それから変圧器、交流器、この部分

の取替え修繕料として５３０万２，０００円を計上

しております。 

 １９９ページをご覧ください。一番上の枠になり

ますが、旧清掃施設管理費です。岩井の旧清掃セン

ターの解体工事に伴う基本設計及びＰＣＢ調査業

務としまして委託料に１，２０５万４，０００円を

計上しております。 

 次に、歳入を説明しますので、３３ページをご覧

ください。中ほどから少し下になります。ごみ処理

手数料、し尿くみ取り手数料についてですが、昨今

のごみ量の減少、それからくみ取り量の減少、こう

いったものを勘案しまして、昨年より少し控えた額

で計上しております。 

 ４５ページをお開きください。下から２つ目の枠

の中ほどになります。自動録音電話機等の補助金７

００万円ですが、歳出のほうで電話機本体の補助４

００万円と申しましたが、別途人件費として３００

万円が県のほうから補助される予定になっており

まして、合計７００万円ということになっておりま

す。 

 ７５ページをお開きください。下から２つ目の枠

になります。清掃施設整備事業債です。これは歳出

でも説明したんですが、クリーンパーク北但の進入

路斜面及び山のビオトープの復旧に係る債権歳入

になっております。１０ページの地方債欄にも記載

しておりますが、この分は後ほどご確認いただけれ

ばと思います。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 窓口サービス課、川崎課

長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） それでは、歳出

から説明させていただきます。 

 １３９ページをご覧ください。説明欄でご説明い

たします。下の表の下から６行目、戸籍住民基本台

帳事務費４，５１３万１，０００円は、戸籍住民基

本台帳事務に関係する経費を計上しております。昨

年７月以降にセミセルフレジやキオスク端末を設

置したことに伴います経費についても本事業に予

算計上しております。 

 １４１ページをご覧ください。主なものとしては、

上から２行目の保守点検委託料１，５２２万６，０

００円は、戸籍情報システム、住民基本台帳ネット

ワークシステム、セミセルフレジなどのシステム及

び機器保守に係る経費でございます。２行下のＯＡ

機器借り上げ料１，５４２万３，０００円は、戸籍

情報システム機器、住民基本台帳ネットワークシス

テム関連の機器、セミセルフレジ、キオスク端末等

の借り上げに係る経費でございます。その下の項目

の中長期在留者住居地届出等事務費１万９，０００

円は、豊岡市に在留する外国人の住居地への届出手
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続に係る事務費を計上しております。国から委託を

受けて行う事務でございます。 

 続きまして、１４５ページをご覧ください。上か

ら２枠目の中ほど、人口動態調査費７万７，０００

円は、人口の動向を恒常的に調査するため、県から

委託を受け実施するものであり、調査報告に係る事

務費でございます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。 

 ３３ページをご覧ください。上から３つ目の枠の

戸籍住民基本台帳手数料です。戸籍手数料からその

他手数料につきましては、２０２３年度の実績見込

みから算定し、３，５１６万９，０００円を計上し

ております。 

 続きまして、３５ページをご覧ください。下の表

の下から２行目、マイナンバーカード交付事務費補

助金１，６１７万５，０００円は、マイナンバーカ

ード交付事務に係る国庫補助金でございます。 

 続きまして、４３ページをご覧ください。上の表

の上から２枠目、中長期在留者住居地届出等事務委

託金６６万２，０００円は、外国人の届出事務に係

る国からの委託金です。 

 窓口サービス課からは以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 国保・年金課、恵後原課

長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、歳出か

ら説明いたします。 

 まず、１５１ページをご覧ください。上から１３

行目、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰出

金６億７，７５３万８，０００円につきましては、

国保税の軽減分などの保険基盤安定事業や財政安

定化支援事業、職員給与費等分を国保特別会計へ繰

り出すものでございます。 

 次に、１５５ページをお願いいたします。２枠目

の下から５行目、国民年金事務費７４万１，０００

円につきましては、国民年金法に基づき被保険者の

適用事務を行う経費を計上しております。 

 次に、その下の枠の医療費助成事業費の３行目の

高齢期移行助成事業費、その９行下の重度障害者医

療費助成事業費、１５７ページに移っていただきま

して、４行目の乳幼児等医療費助成事業費、その９

行下の母子家庭等医療費助成事業費、８行下の高齢

重度障害者医療費助成事業費、７行下のこども医療

費助成事業費につきましては、いわゆる福祉医療費

助成の６事業に係る費用を計上しております。これ

ら各事業の医療助成金につきましては、近年の実績

動向に基づき、それぞれ受給者数及び１人当たり助

成額を推計し、予算計上しております。いずれの医

療費助成事業においても、受給者数は減少もしくは

同数に近い見込みでございますが、１人当たり助成

額の上昇を見込んでございます。２０２４年度の各

事業の助成金につきましては、前年度当初予算比較

で大きく異なるものは、障害者に係る医療費助成と

乳幼児等医療費助成の事業でございます。障害者医

療費助成は、前年度の実績見込みを参考に約８３０

万円の減額、高齢重度障害者医療費助成では約４５

０万円の減額としております。乳幼児等医療費助成

につきましては、受給者数を約１００人減少の約４，

６００人と見込み、１人当たり助成額が３，０００

円上昇すると見込んだ増額分を前年度実績見込み

に加えて、約３，３８０万円の増額としております。 

 次に、１６５ページをご覧ください。１つ目の枠

の下から７行目、後期高齢者医療助成費１０億１，

３１３万６，０００円につきましては、後期高齢者

医療の療養給付費のうち、法令による市負担分と後

期高齢者医療広域連合規約によります共通経費等

を広域連合へ納付するものでございます。この予算

額は広域連合からの内示額になっております。その

４行下の後期高齢者医療事業特別会計繰出金３億

８，２９１万３，０００円につきましては、後期高

齢者医療事業に係る事務経費、保険基盤安定制度に

よる低所得者の保険料軽減分、職員給与費を後期高

齢者医療特別会計へ繰り出すものでございます。 

 次に、１７１ページをご覧ください。下から１４

行目、児童手当給付事務費２５１万円は、児童手当

に係る事務経費でございます。前年度当初に比べま

して８７万９，０００円の減額となっておりますが、

主な減額理由につきましては、前年度に実施しまし
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た福祉総合システムのサーバー機器更新に伴う業

務委託の完了によります。その６行下、児童手当給

付事業費１０億２，２８２万円は、児童手当の支給

延べ人数約９万２，１００人に対する給付額で、前

年度当初に比べまして支給対象児童が延べ約２，１

００人減少する見込みで、２，１９２万５，０００

円の減額としてございます。児童手当は１０月に支

給対象等の拡大が予定されております。詳細が分か

りましたら補正予算での対応とさせていただきま

すので、その折はよろしくお願いいたします。 

 次に、１８９ページをご覧ください。真ん中より

少し下の未熟児養育医療助成金６０６万円は、未熟

児の養育に必要な医療の給付助成に係る費用を計

上してございます。前年度当初に比べ申請対象者数

が増えると見込みまして、２１６万円の増額として

おります。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入をご説明いたします。 

 ３５ページをご覧ください。国庫支出金でござい

ます。上から３行目、国民健康保険基盤安定費負担

金７，１０１万３，０００円とその２つ下の枠の上

から５行目、児童手当負担金７億６８０万６，００

０円につきましては、歳出でご説明いたしました国

保事業特別会計（事業勘定）繰出金における国保基

盤安定事業の相当額及び児童手当給付事業費の国

庫負担分でございます。負担割合はそれぞれ記載の

とおりです。 

 次に、４３ページをご覧ください。３枠目の国民

年金事務取扱委託金１，４０９万２，０００円は、

国民年金事務に伴う国からの委託金でございます。 

 続いて、下の表の県支出金でございます。１枠目、

上から３行目の国民健康保険基盤安定費負担金、そ

こから９行下の国民健康保険未就学児均等割保険

料負担金８６万８，０００円、２行下の国民健康保

険産前産後保険料負担金２９万７，０００円、その

１つ下の枠の１行目、後期高齢者医療保険基盤安定

費負担金、その下の枠の上から６行目の児童手当負

担金は、歳出で説明いたしました各事業特別会計へ

の繰出金及び児童手当給付事業費に対する県の負

担金でございます。負担割合はそれぞれ記載のとお

りでございます。なお、国民健康保険の未就学児均

等割保険料及び産前産後保険料に係る負担金につ

きましては、本年度が当初予算初計上になりますの

で、前年度と比較では全額増額となってございます。 

 次に、４７ページをご覧ください。ページ上から

６行目、高齢期移行助成事業費補助金から真ん中辺

りの高齢重度障害者医療費助成事業費補助金まで

とその下９行目のこども医療費助成事業費補助金

につきましても歳出でご説明いたしました各福祉

医療費助成の助成金等を基にそれぞれ記載の補助

率で算出した県の補助金となってございます。 

 次に、６３ページをご覧ください。１行目、地域

振興基金繰入金６億４，８３１万１，０００円のう

ち乳幼児等医療費助成事業費に７，５１２万５，０

００円、こども医療費助成事業費に１，６５０万円

をそれぞれの医療費助成事業の市単独拡充分の財

源に繰り入れてございます。 

 くらし創造部、市民部からは以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。質

疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） おはようございます。 

 一番最初に出たごみ袋の製造費、たしか指定袋６，

７９６万円って言われました。一般質問で少しやっ

た話が出たんでね、ちょっとお聞きします。今の指

定袋、燃えるごみ３種とか燃えないごみとかふだん

紙とかああいうのも全部合わせて６，７９６万円い

うことでしょうけど、時々要望が出てくる取っ手つ

きの指定袋を作る場合、どれぐらい費用がかかるっ

ていうのがたしか以前そういう議論は議会であっ

たと思うんですけど、分かりますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 今の平袋取っ手つき

の形にすると幾らコスト的に上がるのかっていう

のは、詳細には現在積算しておりませんが、議会の

本会議場の答弁でもさせていただいたように、いろ

いろな条件というか項目を全て勘案して現在の平

袋が今の豊岡市にとってはベストだろうというこ
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とで判断しているということになります。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 日高はね、業者さんが去年と

か受けておられると思うんですけど、やはり枠です

か、型ですか、それがないんでね、取っ手型いうの

はできないっていうことみたいです。それで、市が

そういうのをその予算を出してくれたらできるん

だとは思うんですけども、結構高額なようで、なか

なか難しいとは伺っております。 

 今のをそれに取り替えるって、議会でも言いまし

たけど、取り替えるってことでなくても、そういう

取っ手つきが必要な方は少数なそういうのも使え

るように何とか検討いただきたいと議会で言った

ことと同じですけど、以上です。そういう声がある

んでね、そういう要望も受け止めて何とかね、今の

を替えてしまえと、全部を取っ手つきに替えてしま

えということを僕、言ってるわけじゃなくて、そう

いう取っ手つきのも何とか付け加えれないかとお

願いしたいんですけど、いかがでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 議場の答弁でも部長

が答えたとおり、そういった声が一定数あるという

ことは常々我々も聞かされておりますので理解は

しております。そういったことを頭に置きながら常

日頃研究をしたり、必要であれば形を変えていくっ

ていうことになるんだろうと思いますけども、忘れ

ないように頭の中に入れながら検討はさせていた

だきますので、今ここでするとかしないとかいう話

ではございませんが、そういったことでご理解いた

だけたらと思います。 

○委員（須山 泰一） よろしくお願いします。以上

です。 

○分科会長（芦田 竹彦） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 次に、健康福祉部、お願いをいたします。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、健康福祉

部の説明を始めさせていただきます。 

 まず、最初に社会福祉課からでございます。 

 それでは、歳出から説明をさせていただきますが、

新規事業及び既存事業のうち金額大きく増減あっ

たものについてのみ説明をさせていただくことと

いたします。 

 それでは、１４９ページをご覧ください。表の下

から３分の１辺りになります。福祉事務所費のうち

の社会福祉協議会補助金９，６７７万６，０００円

でございます。これまで豊岡市は市社協の非収益部

門、非収益事業であります地域福祉事業及び法人運

営事業に係る人件費に対して補助金を交付してお

ります。これまでの補助率はともに５０％といたし

ておりました。近年、社会福祉協議会の財務状況は

赤字が続いているという傾向でございます。今後も

厳しい状況が見込まれますことから、市と社会福祉

協議会が協働して推進する地域福祉事業に係る人

件費について、その補助率を５０％から８０％に増

やすこととし、金額でいいますと約２，３００万円

を増額するものでございます。 

 １５１ページをご覧ください。表の真ん中の枠に

なります２つ目の枠、上から５行目、身体障害者福

祉事業費でございます。その７行目、自動車借り上

げ料１３８万６，０００円、こちらは前年度比４８

万４，０００円の減としております。これは外出支

援サービス事業と福祉タクシー事業の見直しに伴

いまして、福祉タクシー事業から外出支援サービス

への移行が見込まれるものについて減額をしたも

のでございます。同じくその７行下、補助金のうち

障害福祉施設整備事業費についてでございます。２

億２５０万円としております。このうち２億円につ

きましては、令和６年度の新規事業としまして医療

的ケア児（者）及び重症心身障害児（者）に対応し

た障害福祉施設を整備する法人に対し、対象経費の

２分の１を補助するというもので、１施設１億円を

上限と考えております。令和６年度は２施設分を計

上をしております。残りの２５０万円につきまして

は、市内で障害福祉サービス事業、障害児通所支援

事業、地域活動支援センター事業を行う法人が施設

の整備、改修を行う際に対象経費の２分の１を補助
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するというもので、本年度は既存施設の改修分とし

て１施設を想定し、計上をしております。なお、本

事業の財源は、いずれも福祉基金からの繰入れとし

ております。 

 続きまして、１５９ページをご覧ください。表の

上から３行目、城崎健康福祉センター管理費の２行

目の手数料５７万７，０００円、５行目の業務委託

料のうち１３６万１，０００円につきましては、令

和６年度、２０２４年度末で廃止をし、民間への売

却をする方向で準備を進めております同センター

につきまして、土地の測量と建物の鑑定評価に要す

る費用を計上するものでございます。同じページの

中ほどです。日高健康福祉センターの２行目の修繕

料７０万円につきましては、防火設備定期点検で指

摘のあった防火シャッターをはじめ、不具合箇所の

修繕を実施するものです。３行目の設計委託料３１

万５，０００円、それから１０行目の空調機器補修

工事費２３０万円につきましては、設置から約３０

年が経過をしました館内の空調機器を更新するた

め、それぞれ電気工事設計及び空調機器の設置工事

に係るものでございます。その下の日高東部健康福

祉センター管理費の３行目、修繕料１２０万円につ

きましては、消防設備点検で指摘を受けております

煙感知器の取替えや建築設備点検で指摘を受けま

した換気扇など不具合箇所の修繕を行うためのも

のでございます。また、４行目の設計等投資委託料

２２０万円、１２行目の補修工事費２，０００万円

につきましては、正面玄関の風除室、図書コーナー

及び倉庫の一部で発生しております雨漏り、これに

よりまして、天井の腐食が進んでいることから、雨

漏り箇所の屋根全体を改修するためのものでござ

います。なお、こちらには財源の一部に社会福祉施

設整備事業債を充当することとしております。その

下の出石健康福祉センター管理費の２行目の修繕

料６１万４，０００円につきましては、主な内容は

経年劣化によって現在使用禁止としております身

体障害者用トイレの修繕を行うためのものでござ

います。また、７行目の補修工事費５８万８，００

０円につきましては、故障をしておりまして現在稼

働していない事務室内の空調機器について更新す

るためのものでございます。その下の但東健康福祉

センター管理費の２行目、修繕料６６万９，０００

円につきましては、電気設備点検で不適合箇所とし

て指摘を受けましたキュービクルについて修繕を

行うためのものでございます。 

 次に、１６１ページをご覧ください。下の表にな

ります。下の表の下の枠で上から１１行目、障害者

（児）自立支援給付事業費でございます。７行目の

障害福祉サービス費２３億７，２９０万８，０００

円、こちらは前年度と比較しまして１億８，６２３

万９，０００円の増となっております。増加の主な

要因といたしましては、やはり利用者の増加に伴う

サービス給付費の増加ということになってござい

ます。なお、この財源につきましては、国庫負担２

分の１、県の負担が２分の１となっております。 

 １６３ページをご覧ください。１６３ページの表

の上の枠になります。下から８行目の障害者基幹相

談支援事業費、７行目、一番下の行になりますが、

計画相談支援推進事業費は、本年度から開始してお

ります事業で、新たに相談支援事業所を開設する法

人の立ち上げ期ですとか新たに相談支援専門員を

雇用するという際に当該法人の運営費の一部を補

助するもので、これにより相談支援専門員の確保を

促進するという目的のものでございます。１人の相

談支援専門員を雇用するに当たり、年間２００万円

を補助することとしており、来年度は４人分の想定

で８００万円としております。なお、この事業は昨

年度から２０２６年度までとしておりまして、財源

は福祉基金を充てることとしております。 

 続いて、ページは飛びます、１８１ページをご覧

ください。下の枠になります。その中ほど、生活保

護総務費、その１０行目、ＯＡ機器借り上げ料２１

７万８，０００円を計上しております。こちらは生

活保護受給者の方が医療機関を受給する際に、マイ

ナンバーカードによりオンラインで医療扶助の資

格確認等を行えるようにするためのデータ連携サ

ービスの利用に係る経費となっております。 

 次に、歳入についてご説明をさせていただきます。 
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 ２７ページをご覧ください。それでは、一番下の

表になります。一番上の枠の２行目、地域活動支援

センター運営費負担金１２５万９，０００円ですが、

地域活動支援センター、施設名ほおずきと言ってお

ります。こちらの運営につきまして、香美町、新温

泉町から拠出される負担金となっております。 

 次に、５７ページをご覧ください。２番目の表に

なります。下のほうの表で一番上の枠ですか、上の

枠の２行目、建物貸付収入６２７万６，０００円で

す。このうち３６２万８，０００円は社会福祉課で

所管しております普通財産の貸付けに係る収入で

ございます。 

 次に、６１ページをご覧ください。一番下の表に

なります。表の３つ目の枠です。福祉基金繰入金２

億１，００５万円、先ほど説明いたしました障害福

祉施設整備事業費、それから障害者基幹相談支援事

業費に充当する財源として繰り入れるものでござ

います。 

 そのほかの収入につきましては、歳出の増減に伴

います国県補助金等の額の増減が中心でございま

すので説明は省略させていただきます。 

 最後に、地方債についてご説明をさせていただき

ます。 

 １０ページをご覧ください。表の上から３分の１

くらいのところです。１１行目、社会福祉施設整備

事業費３，２８０万円のうち、２３０万円は豊岡健

康福祉センターの投資委託料、２行下の日高東部健

康福祉センター１，９９０万円は、先ほど説明いた

しました日高東部健康福祉センターの屋根の改修

に係るものでございます。なお、豊岡健康福祉セン

ターに係るものにつきましては、新文化会館整備事

業と関連する予算でありますことから、補正第１号

において今後減額する予定としておりますことを

付け加えさせていただきます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 高年介護課、和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 高年介護課分につ

きましてご説明申し上げます。 

 令和６年度は豊岡市老人福祉計画・第９期介護保

険事業計画期間の３年間の初年度に当たります。新

規事業等についてご説明申し上げます。 

 歳出です。１３５ページをお願いします。上から

３行目、地域おこし協力隊推進事業費の業務委託料

１億６，８８６万３，０００円のうち、４７８万７，

０００円が高年介護課分となっております。昨年１

１月に受け入れした隊員の継続１人分を計上して

おります。 

 １６１ページをお願いします。上の枠、上から１

２行目、但東健康増進センター管理費１，１３４万

３，０００円です。このうち４行下の投資委託料７

７万３，０００円とその５行下の整備工事費９８５

万３，０００円は、公共施設個別計画に基づきまし

て、施設の長寿命化を図るため、のき天井の張り替

え工事やグラウンドの土の入替え工事、またその施

工監理に伴う予算を計上しております。財源は過疎

対策事業債、充当率１００％でございます。 

 １６５ページをお願いします。上の枠、下から９

行目、介護保険事業特別会計繰出金１６億６，６４

１万円は、第２７号議案で上程しております令和６

年度介護保険特別会計予算の一般会計繰入金でご

ざいます。 

 続きまして、１６７ページをお願いします。上の

枠、上から１６行目、外出支援サービス助成費６，

４８５万４，０００円でございます。これにつきま

しては、本会議でもご質問いただきましたが、この

サービスにつきましては、１人当たりの助成金額に

限度がなく、遠距離利用者ほど多くの助成が受けら

れる制度となっております。今後も要介護認定者の

増加が予想され、助成金額も増加する見込みから、

２０２４年度につきましては、利用者負担額を現在

の額の２．２６倍で積算し、予算計上しております。

なお、利用者対象者としましては、重度障害者（児）

と介護保険第２号認定者を追加しているところで

ございます。同じ枠の下から２行目、老人福祉事業

費の補助金、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業費５６３万円です。内容としましては、定期巡

回・随時対応型訪問介護看護事業に新たに参入した

事業者に対する人件費等の補助と定期巡回・随時対
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応型訪問介護看護の訪問看護サービスを提供する

事業者に対しまして、介護報酬の差額を補助する２

種類となっております。その下、介護人材確保・定

着支援事業費１５０万円でございます。市内の介護

事業所におきまして、介護人材不足のため休止また

は廃止の事業所が見受けられ、このまま放置してお

けば介護サービスの利用する方に影響を及ぼすこ

とが予測されるため、介護資格取得のための研修費

の助成をするものでございます。介護職員の確保・

定着を図ります。具体的には、市内に住所を有し、

市内の介護事業所に勤務する正規職員が介護資格

取得のために研修する費用に対しまして、１人当た

り１０万円を上限に助成することとしております。 

 １６９ページをお願いします。一番上、民間老人

福祉施設助成事業費１，９３０万６，０００円です。

みとり環境整備として、家族等の宿泊施設のための

個室の確保を目的とした施設の改修費と介護人材

確保するため、事業者が介護職員の宿舎を整備する

費用の一部を助成するものでございます。１００％

県補助となっております。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ４９ページをお願いします。一番上の枠、上から

８行目、地域介護拠点整備費補助金１，９３０万６，

０００円、そこから５行下、定期巡回・随時対応型

サービス事業費参入促進事業費補助２６９万３，０

００円、続いてその下、介護人材確保に向けた市

町・団体支援事業補助金７５万円は、歳出でご説明

申し上げました民間老人福祉施設助成事業費、定期

巡回・随時対応型訪問介護看護事業費、介護人材確

保定着支援事業費の県補助でございます。 

 ７５ページをお願いします。下の表の上から２枠

目、社会福祉施設整備事業債のうち、但東健康増進

センター１，０６０万円です。これも先ほど歳出で

ご説明しました但東健康増進センターの整備工事

施工監理に係る過疎債でございます。 

 高年介護課は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の予算のうち、新規事業、それから主な事業につ

いて説明したいと思います。 

 それでは、１５１ページをお願いします。１つ目

の枠の下から３行目になります。国民健康保険事業

特別会計（直診勘定）繰出金ですが、これは資母診

療所の運営に対する一般会計からの繰出金になり

ます。 

 次に、１６７ページをお願いします。１つ目の枠

の下から４行目になります。玄さん元気教室奨励金

です。これについては２１５団体分の予算を計上し

ております。 

 次に、１８５ページをお願いします。１つ目の枠

の上から１０行目になります。健康管理システム改

修業務ですが、予防接種制度の改正がありまして、

５種混合ワクチンやヒトパピローマウイルスワク

チンの９価が追加されたことによりまして、現在使

用している健康管理システムの改修が必要になり

ます。予算額のうち１６４万６，０００円を改修費

用として予算計上しております。その下、健康管理

システム導入業務ですが、国が進めるシステムの標

準化に対応するため、新たなシステムの導入を予定

しております。現在使用しているシステムのデータ

を移行する必要がありますので、そのための業務で

６１５万９，０００円を予算計上しております。そ

こから３行下のＯＡソフト借り上げ料ですが、標準

化に対応できるシステムを１０月から導入する計

画としております。１０月からの６か月分で予算額

のうち４４１万５，０００円を予算計上しています。

そこから５行下です。庁用備品ですが、今説明しま

した標準化に対応できるシステム用のパソコンな

ど機器の購入が必要となってきますので、そのため

の予算になります。その枠の一番下から１０行目で

す。総合健康ゾーン健康増進施設管理費の投資委託

料ですが、ウェルストーク豊岡の第二期事業を始め

るに当たり、２０２５年度に市が実施する改修工事

の実施設計をする必要があります。そのための予算

になります。次に、その下、業務委託料の第二期運

営事業者募集選定アドバイザリー業務ですが、次期

事業者の選定支援や第一期事業終了に向けた引継

ぎ等の支援などについて業務委託を行うため予算
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化しております。 

 次に、１９１ページをお願いします。上から２つ

目の枠の一番下から３行目です。予防接種業務にな

ります。今回新たに帯状疱疹ワクチンの接種助成と

してこの予算額のうち６４６万円を予算計上して

おります。 

 次に、１９５ページをお願いします。上から２つ

目の枠、公立豊岡病院組合負担金の上から３行目の

負担金ですが、地方公営企業繰出金に基づく分賦金、

それから過疎債を財源とした負担金、ドクターカー

の運行経費への負担金、周産期医療センター支援事

業への負担金として支出する予算となっておりま

す。 

 次に、その下の枠で診療所管理費の上から３行目、

整備工事費でありますが、合橋診療所の待合室のエ

アコンが壊れましたので、これを修理するための予

算としております。次にそこから４行下の診療所事

業特別会計繰出金ですが、これは休日急病診療所、

森本診療所、神鍋診療所、高橋診療所、但東歯科診

療所の運営に対する一般会計からの繰出金になり

ます。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入の主なものについて説明したいと思い

ます。 

 戻っていただいて、５１ページをお願いします。

上の枠の一番下になります。帯状疱疹予防接種助成

事業費補助金は、帯状疱疹ワクチンの予防接種に係

る県からの補助金になります。 

 次に、６３ページをお願いします。一番上の枠に

なります。地域振興基金繰入金ですが、健康増進課

の事業分として老人福祉事業費に６００万円、予防

接種事業費に５００万円、公立豊岡病院組合負担金

に２，３００万円が充当されています。 

 そこからまた戻っていただいて、９ページをお願

いします。債務負担行為です。一番上の項目になり

ます。総合健康ゾーン運営事業です。これについて

は、令和７年度から始まるウェルストーク豊岡の第

二期事業に向けて令和６年４月に事業者の募集、９

月に優先交渉権者の選定を行いまして、１２月議会

において運営維持管理業務契約の締結などを予定

しているため計上しております。期間は令和７年度

から令和１６年度までの１０年間としております。 

 次に、１０ページをお願いします。地方債ですが、

ちょうど真ん中辺りになります。合橋診療所、それ

からその下の但馬救急救命センター、そこから３行

下に総合健康ゾーン整備事業費に地方債を充てる

こととしておりまして、それぞれ９０万円、４，０

００万円、１，６００万円を限度としております。 

 健康福祉部の説明は以上になります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） すみません、１５１ページの

医療ケアの施設のことで、一般質問でちょっとでき

なかったんでお聞きしたいんです。１億円、１億円

っていう補助金の新設に当たりまして、これから公

募っていう形になるかと思うんですけども、運営者

があると仮定した上で、市としてはどのような関わ

りといいますか、運営していく上でももちろんそう

ですし、公募の段階でもどの程度の運営といいます

か、関わりを持っていかれることが可能なのか、ま

たおつもりなのかっていうのをちょっとお聞きし

たいと思います。 

○分科会長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 今、米田委員からご

質問ありました今後の関わり方、事業者があった場

合の関わりについてなんですけれども、今後、補助

金の交付をするに当たりまして、非常に高額な補助

をさせていただくということで、市としてもその施

設が医療的ケア児や重症心身障害児（者）、医療的

ケア児（者）をお持ちのご家族の方々の支援に十分

に有効に活用されるようにということを強く期待

しているところでもありますので、整備計画に当た

りまして、市としての助言を行って、それを施設整

備には反映をしていただくとか、あと事業、実際に

稼働されてからですけれども、事業の進捗状況につ

いては逐次調査を行い、また、市からも事業者から

の報告を求めて改善を求めていくというふうな、悪
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いところがあれば改善をしていく。いいところはよ

りそこを強化していただくというふうな助言をす

るという形でもって事業者に対して関与していく

という考えでございます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。 

 本事業に関しましては、障害の度合いによって見

れないですとかそういったことがあってはならな

いというか、なるべく全ての重度の障害っていう分

類される方々にとって、この人の障害が度合いがち

ょっと大きいので入れないとかそういったことが

ないようにしていただきたいというのが本当に切

なる願いですので、ぜひとも今後ともこれから公募

に当たって運営されていく中でも、本当に市のほう

が密接な関わりを持ってやっていただけるように

お願いを申し上げておきます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何点かあるんですけれども、

まず、ウェルストークの件で、今回、第二期の募集

をされるということがあるんですけれども、結構な

予算額が出てきておりまして、次は１０年かな、そ

ういった中では、まず修繕費も出てたんですけれど

も、その辺のかなり修繕費がかかるのかどうかだと

か、あとは今後の見通し、大体今回コナミさんが出

ていくっていうようなところでいうと、やはりなか

なか運営的なところでやりづらいというようなと

ころで新たにっていうようなところがあるかと思

うんですけれども、当てがあるのかどうか、まずこ

の１点、その辺りちょっと教えていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 先ほどの２点質問

がありました。 

 まず、修繕費のほうどれぐらい予定されているか

というような関係なんですけども、修繕費につきま

しては、今回、もう１５年、施設ができましてから

経過しておりますので、主にそちらのほうの老朽化

のほうが進んでいるものですね。例えばもう１５年

で耐用年数が来てしまっているエアコン関係とか、

あとボイラー関係、あと照明の関係でまだあそこは

水銀灯を使ってたり従来の電灯をしておりますの

で、そちらのほうのＬＥＤ化をすることによりまし

て、光熱水費とかそういうものを抑えていきたいと

いうふうなことも思ってますので、基本的には１５

年たってしまっていますので、老朽化に対応する施

設整備というようなことをさせていただいて、それ

をすることによりまして、今後、運営事業者がそう

いう機械の故障とかないような形で安定的に経営

していただけるというようなことを想定しており

まして、今まだ金額のほうはこれから実施設計とい

うことで、今積算中ということなんですけども、基

本的には２億５，０００万円程度の工事費用が必要

であるというようなことを考えておりまして、そち

らのほうの対応をしていきたいというふうに思っ

ております。 

 あと、運営事業者につきましては、今これから４

月になりまして、新規の募集要項等で事業者のほう

に公募をかけるというようなことになります。今聞

いておりますのが事前に事業計画のほうを公表さ

せていただいておりまして、それに対する質問等も

いただいておりまして、現在、運営していただいて

いる事業者については出たい、応募したいというよ

うなことを言っておられるのと、あと、市内にプー

ルを営業されている１社の方に質問をいただいて

おりますので、現在のところ２社の方が少し感触と

いいますか、募集のほうがあるのかなというような

状況でございます。 

 あと、第一期のときに応募していただいた企業さ

んですね。特にスポーツ関係の企業さんにつきまし

ては、事前に第二期も募集しますということで、事

前にお知らせをしてるというような状態ですので、

何社の事業者の方かはもう出ていただけるような

予定で進めております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、それで、分かり

にくいのが、指定管理は豊岡のほうから幾らか出し

て指定管理をしてもらうのか、それとも運営だけを

してもらって先方が全部やっていくのか、言われた
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のかも分かんないんですけど、その辺りもう一度ち

ょっと教えていただきたいんですけど。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） すみません。そち

らのほうにつきましては、一部共用部分とか全体の

施設の運営に関する部分を指定管理にするという

ようなことで考えていただいて、プールとかフィッ

トネス、あとジムのプログラムというような事業者

独自のものにつきましては、事業者が独立採算でし

ていただくというようなことになりますので、周り

の植栽管理でありますとか機械設備の維持管理等、

を指定管理でお任せして事業をしていただくとい

うようなことになります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） じゃあ、こちらのほうから持

ち出しがあるっていうことはほとんどないってい

う理解でいいんですかね。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 独立採算部分はな

いんですけども、施設の維持管理とかメンテナンス

とかそういうものについては市のほうで負担があ

ると考えていただきましたら。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 大体幾らぐらいの想定ですか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） そちらのほう維持

管理では年間４，５００万円程度、その施設の維持

管理とかそういうもので予定しております。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） なかなかの１年間ね、５，０

００万円近いお金を維持管理をしていくっていう

ことになりますと、１０年間で、また修繕費が大体

２億５，０００万円っていうようなところでいいま

すと、何が言いたいかっていうと、やはりそういっ

た維持管理費がそういったところになりますとど

んどんそれが負担になっていって、結局、ほかの事

業をやりたい事業も必要経費、枠がどんどんどんど

んそういった形で取られちゃうと非常に全体的な

一つ一つが積み重ねになればかなり高くなってい

くっていうようなところがあるので、ある程度仕方

ないものの、１０年間中でアイティのこども広場等

にあったように、途中でまた負担増があるとかない

とかいうようなところでいいますと、その辺りはし

っかりと業者さんといいましょうかには申し伝え

ておくなり、またこちらのほうもしっかりとそのい

ったところは押さえといていただきたいと思うん

ですけど、どうでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） そちらのほうにつ

きましては、市の財政担当のほうとも協議しており

まして、できるだけ大規模修繕の部分につきまして

は、例えば１０年ごとの長期に実施するというよう

な形で、今回につきましても合併特例債を利用して、

できるだけ市の財源といいますか、財政的な負担を

軽くするような形でしておりまして、大規模修繕に

つきましては、行政的に財政課と協議しまして、で

きるだけ市債とかそういうものを活用する中で、市

の負担を抑える形で計画して進めてまいりたいと

思います。 

○委員（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかに。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 意見というんではないけど、

教えていただきたくて３つほどですけど、障害者関

連です。先ほど出ましたけど、障害者福祉施設整備

費２億円、これあそこの南高校というか、あそこで

やる１つのことが対象かと思ってたら、１億円２施

設っていう説明でしたけど、それはどういうことな

んかちょっともうちょっと教えていただきたいの

と、それから議案の勉強会、２月の末にね、言われ

たんですけど、障害者自立支援事業費が毎年１億円

ぐらい増えているんだみたいな話がありました。今

回も１億円増えるっていう話でした。利用者が増え

てる、障害者自体がそんなに急に増えていくとは思

えないんですけど、どういうとこが増えるのか教え

ていただきたい。 

 もう一つは、障害者基幹相談計画８００万円、１

人２００万円っていうような話しされました。これ
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はどういう方が対象の制度でしょうか、その辺りを

教えてください。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 須山委員からは３点

質問をいただきました。 

 まず、障害者福祉施設整備事業費の中で１億円の

２施設ということでご質問いただきました。次の自

立支援とちょっと関連があるんですけれども、どこ

に造るかということが前提ということではなくて、

まず、豊岡の市内において医療的ケアの必要な方、

あるいは重症心身障害をお持ちの方というのが非

常にたくさん但馬圏域全体でも多くいらっしゃる。

それらのご本人さんやご家族の方の負担を軽減す

るというのは非常に大きな政策課題であるという

ふうな認識に立ってございます。そこで、今須山委

員おっしゃいました特定の場所に建てる事業者を

想定するのではなくて、広く豊岡市域全体でそうい

った支援をしていただける施設を整備される法人

があれば、それも場所を問わず整備をしていただく

ことを応援しようというそういう趣旨で制度とし

て、今回は組み立ててございます。 

 それから、次の自立支援に関することでございま

すけれども、昨年に比べまして１億８，０００万円

余りの増となっているということなんですが、やは

り主な増加の要因といいますのは、先ほどもちょっ

と関わりがありますと申し上げましたグループホ

ームを利用される方というのが現在非常に増えて

きているという状況にあるということ。それから、

就労継続支援のＢ型という施設があるんですけれ

ども、こちらを利用される方っていうのも今増加の

傾向にある。これらのところが非常に顕著でござい

ますので、それに伴って自立支援給付費が増えてい

るということでございます。 

 それから、基幹相談支援事業費の件です。現在、

相談支援の事業所は市内にあるわけなんですけれ

ども、やはり人員の確保について非常に皆さん苦労

していらっしゃるというふうにお聞きをしており

ます。また、特に発達に課題のあるお子さんたちの

計画をつくるに当たって、現在はセルフプランとい

いまして、保護者の方で自主的につくっていただく

というふうなことをしていただくことが非常に多

くなってきておりまして、やはり保護者の方がつく

られるよりも知見のある専門家である相談支援専

門員を活用して、適切な発達障害をお持ちのお子様

への支援をしていただく計画をつくっていただく

ほうがよいであろうというとから、事業所において

そういった相談支援専門員を雇用されることに対

しての応援をしていく、そういう制度でございます。

ただ、相談支援専門員として自立して事業を行われ

るにはやはり一定の育成期間というのが必要にな

ってまいりますので、その期間を２か年という想定

で、１か年で２００万円を上限として２か年の４０

０万円を１事業所に対して支援をするという制度

を昨年度から開始をしているということでござい

ます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。知ら

ない話がたくさんでした。そうか、３つ目のは、な

ら相談員を雇用したり研修したりする費用として

１人２００万円、１年で４人分８００万円というこ

とで、２か年分それを予定されているということで

すか。そうですか、なるほどね。 

 ２つ目のグループホームのところも勉強不足で

どう再質問したらいいんか難しいですけど、ありが

とうございました。ある程度分かりました。以上で

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかに質疑はございませ

んか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） あっ、すみません、ちょっと

確認。豊岡病院のは今言われてましたっけ……（「豊

岡病院の」と呼ぶ者あり）予算、負担金の。ちょっ

と、なら質問といいましょうか、お願いしたいんで

すけど。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 
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○委員（田中藤一郎） 今回負担金のがかなり出てく

るということは、これはある意味仕方ないというか、

命を守るというふうなところの大前提でやられて

いくっていうようなところがあると思うんですけ

れど、やはりちょっと一番気にしているところでい

いますと、今後のとこら辺を市としてどういうふう

に考えてはるのかなというのが気にかかっている

点であります。というのは、コロナによって積立金

のほうはかなり改善したというふうなところの中

であるんですけれども、かなりの赤字が出ている、

そっから補填をしている。また、来年度かな、負担

予定があるというふうなところでいうと、かなりた

めてきた積立金もなくなってしまうというふうな

ところで、今後の運営の中で本当に大丈夫なのかな

というふうに考えているんですけど、直接経営に携

わっとるわけではないんですけど、やはり市として

その辺りどういうふうに考えられてるのかちょっ

と教えていただきたいですけど。 

○分科会長（芦田 竹彦） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 委員ご指摘のとおり、

豊岡病院組合のほうの経営は厳しいという、コロナ

の補助金等がなくなって今後厳しいということで

す。豊岡病院組合のほうにおきましても、今後の経

営に関しまして、２０２４年度から２０２８年度ま

での４年間を対象としました公立豊岡病院組合経

営強化プランを策定されてます。策定され、経営の

効率化等に取り組まれまして、経営強化を図って、

持続可能な医療提供体制を整えようとされていま

す。強化プランのほうには市のほうも参画しており

ますので、そういったところで意見等を述べさせて

いただけるということを考えております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それで、言い方正しいのかど

うか分かんないですけど、赤字が増えていきますと

市民の命を守るっていう大前提の中で、どうしても

医師確保だったり最新の治療を但馬管内といいま

しょうかの役割は十分果たしていかなければなら

ない中では、赤字の負担金を構成市等々が今後やは

り市民の命を守るというふうなところで負担増が

考えられていくと思うんですけども、その辺りの認

識だったり考え方等々は想定されてはるのか、それ

とも想定されてないのか、もし想定してないのであ

れば、どのような今後そういったところになった場

合はどのように考えられてるのかをちょっと教え

ていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 豊岡病院の赤字の部

分に市がどうするかということだと思うんですが、

市のスタンスとしては今の公営企業の繰り出し基

準に基づく基準を今後も分賦金として負担してい

くということで、赤字が増えたからその部分に対し

て市が負担するというのは今のところは考えてい

ません。ただ、今後、本当にそうなってきたときに、

じゃあ、豊岡病院がどうなるのかというようなとこ

ろになりますと、ちょっと政治的な判断というか、

担当課じゃなく市としてどうするかっていうのは

検討する必要が出てくると考えます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません。やはりそ

ういったところをしっかり考えておかなければな

らないときが来てるのかなと。私も何度か豊岡病院

の議会のほうにも出させていただいたときにはま

だコロナ前だったときも、いや、もうそろそろ赤字

も大変で、給料も払えないような感じだったり、借

入れをしてその場しのぎをしてるようだとか、いろ

いろな手当てをしておられるというふうなところ

でいいますと、やはり分賦金ですか、そういったも

のが増えていけば、やっぱりそちらのほうは今度ま

た同じような話になりますけど、市としての財政的

なところでいうと、いろんな事業が停滞してしまう

っていうふうなところを考えていくと、なかなか厳

しいところもあるので、しっかりと経営のところま

で入り込みながら、なおかつ市の負担というか、そ

ういったものもしっかりと考えた上でいろんなこ

とを考えて想定をしておいていただきたいと思い

ます。これは意見でいいです。 

○分科会長（芦田 竹彦） 意見ですね。 

○委員（田中藤一郎） はい。 
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○分科会長（芦田 竹彦） ほかにはございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦、第２３号議案の審査を中

断をいたします。 

 ここで分科会を暫時休憩をいたします。 

午前１０時４１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５３分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開をいたします。 

 初めに、第８号議案、豊岡市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、議案書

の７５ページをご覧ください。第８号議案、豊岡市

国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に

ついてご説明いたします。 

 本案は、２０２４年度の国民健康保険税の算定に

おける資産割の廃止及び税率等の改定を行うため、

所要の改正を行おうとするものです。なお、この税

率等の改定につきましては、１月１８日に開催され

ました豊岡市国民健康保険運営協議会から、２０２

４年度の基本方針についての答申をいただき、その

趣旨を尊重し提案しているものでございます。 

 ７９ページをご覧ください。内容につきましては、

条例案要綱によりご説明いたします。 

 １の改正の内容ですが、（１）は第２条、第４条、

第７条、第９条関係で、資産割の廃止に係る関係条

文の改正でございます。（２）から（４）は、第３

条から第５条の２関係で、医療分における基礎課税

額に係る所得割額の税率を１００分の５．９３、被

保険者均等割額を２万５，２００円、そして世帯別

平等割額については、一般世帯を１万６，５００円、

特定世帯を８，２５０円、特定継続世帯を１万２，

３７５円とすること。次の（５）から（７）までの

第６条から第７条の３関係で、後期高齢者支援金等

課税額に係る所得割額の税率を１００分の３．０１、

被保険者均等割額を１万２，５００円、世帯別平等

割額につきましては、一般世帯を８，２００円、特

定世帯を４，１００円、特定継続世帯を６，１５０

円とすること。続きます（８）から（10）までは、

第８条から第９条の３関係で、介護納付金課税額に

係る所得割額の税率を１００分の２．７１、被保険

者均等割額を１万４，０００円、世帯別平等割額を

７，０００円とすること。次の（11）につきまして

は、第２１条関係で、低所得世帯に対する国民健康

保険税の被保険者均等割額及び世帯別平等割額に

おけるそれぞれの軽減額を軽減対象となる所得金

額等に応じて定めること並びに国民健康保険税の

納税義務者の属する世帯内に未就学児がある場合

における当該未就学児の基礎課税額及び後期高齢

者支援金等課税額に係る被保険者均等割額につい

て規定するものでございます。 

 ２の附則におきまして、（１）でこの条例は令和

６年４月１日から施行すること。（２）で改正後の

条例の規定は令和６年度以後の年度分の国民健康

保険税について適用し、令和５年度分までの国民健

康保険税については従前の例によることとしてい

ます。 

 ８０ページ以降に新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 一般質問でもやりましたんで、

そんな質問あれこれしませんが、事業所得３００万

円で新年度の国保税、４人家族５０万９，８００円

ですよね、これ間違いないですよね。これ１割どこ

ろかね、３００万円の所得に約５１万円の国保税、

これ払えないむちゃくちゃな額だと思うんですよ。

これ払えますかね、どうですか。間違ってないでし

ょうか、間違ってないでしょうか、再度お聞きしま

す。所得３００万円で国保税だけで約５１万円です

よね。物すごいと思うんですよ。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 金額に間違いござ
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いません。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。１年

前はね、２３年度、新年度の値上げはこの４人家族

の場合２，４００円なんですよ。今年度は４万５，

８００円上がるわけですよ。上がり方が前年の２０

倍、これは。むちゃくちゃだと僕は思うんです。意

見です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 再度、反対の立場で、その条

例改正反対の立場で意見を言わせていただきます。 

 １人当たりの税額というのが今は計算されてな

くて、先ほど申し上げたように、モデルケースで税

額が示されておりまして、数年前と比較しにくいん

ですが、先ほど言いましたとおり、昨年は標準世帯、

事業収入３００万円の４人家族の場合、春に２，４

００円国保税引上げだったのが、今年は４万５，８

００円引き上げて、そして年額が５０万９，８００

円となります、所得３００万円でね。 

 国保財政が県一本化ということで、２０３０年に

保険料率を完全統一するということがありまして、

それに私はそもそも反対ですけども、県一本化とい

うことでね、元が低かった豊岡市いうのは今年だけ

じゃなくて今後も引上げが危惧されます。今国保基

金というのが約３億円あると認識していますけど

も、２０３０年までの年数から考えて、今年は今年

度は５，０００万円しか繰り入れできないとされて

おります。今回とても大きな引上げなんでね、５，

０００万円ではなくて、少なくとも１億円の基金の

繰入れが必要だとまず考えます。 

 そうした場合、先々、国保の基金がなくなるとい

うそういうことをおっしゃられるとも思いますけ

ども、その場合、やはり議場でもやりましたけど、

市の一般会計からの繰入れっていうのも検討しな

いといけない、市民生活を応援するためにそういう

ことを提案させてもらって反対討論とさせていた

だきます。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 討論はありませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 賛成の意見から答弁させてい

ただきたいと思います。 

 県の動きの内容につきましては、先ほど須山委員

が言われたとおりでございますが、１月１７日に開

催された国民健康保険運営協議会の場で賛成多数

で本内容で可決されておりますので、よって、第８

号議案については賛成という立場で意見をさせて

いただきたいと思います。以上でございます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 賛成、反対の意見がありま

すので、挙手により採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（芦田 竹彦） 賛成多数により、第８号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第１０号議案、豊岡市介護保険条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の９７ページ

をご覧ください。第１０号議案、豊岡市介護保険条

例の一部を改正する条例制定についてご説明いた

します。 

 本案は、第９期介護保険事業計画の期間でありま

す令和６年度から令和８年度までの介護保険第１

号被保険者の保険料率を定めようとするものであ

ります。 

 １０１ページをご覧ください。改正の内容につき

ましては、条例案要綱によりご説明いたします。 

 まず、１の（１）は、第３条関係で、令和６年度

から令和８年度までの各段階の保険料率に関し見

直すとともに、第１１段階から第１３段階の区分を

新設いたします。第９期の負担段階に区分する者は、
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介護保険法施行令第３８条第１項各号に掲げる者

とし、第９期の基準となる第５段階の保険料額を現

行の第８期と同額の年額７万３，８００円、月額６，

１５０円に据え置くことを基本としております。そ

の上で、第８段階以下の保険料率及び基準所得金額

を国の基準に合わせ、また、第９段階以上の負担段

階、保険料率及び基準所得金額を改正しようとする

ものであります。具体的にはアからウまではそれぞ

れ第１段階から第３段階までに区分する者の保険

料の額及び減額賦課額を引き下げます。オは第９段

階に区分する者の保険料の額を引き下げ、基準所得

金額を改正いたします。カは第１０段階に区分する

者の保険料の額を引き上げます。キからケまではそ

れぞれ第１１段階から第１３段階に区分する者の

保険料の額及び基準所得金額を改正いたします。

（２）は所要の規定の整理を行うこととしておりま

す。 

 ２の附則では、施行期日を令和６年４月１日とし、

改正後の条例の規定は令和６年度以後の年度分の

保険料率から適用し、令和５年度分までの保険料率

については、従前の例によることといたします。 

 なお、１０２ページ以降に新旧対照表を添付して

おりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 介護保険に関しては、１３段

階になると、今回。それで、第５段階で比較すると

いうことみたいですね。それで前年と変わりないと

いうことなんで、特に反対しようとは思ってません

けども、たしか１、２段階、所得の低いところでは

少し下がるということでしたね。全体で平均ってい

うのはもし分かったら教えていただきたい。第５段

階で大体比較するというふうに聞いてますけど、全

体としてはやはり少し平均では上がるんでしょう

か、分かりますか。 

○委員長（芦田 竹彦） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） あくまでも平均基準

をそこにしておりまして、その段階の基準の方が何

人程度ということになりますので、全体を平均した

というものは調べておりませんので、あくまでも全

体の保険料が幾らか、総額は幾らかということの中

で計算をしておりますので、そこまで把握はしてお

りません。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。後期高齢者医

療保険もたしか上がるし、さっきの国保も上がるし、

あれもこれも上がるということなんでね、そういう

そうでないことをもちろん望んどるんですけど、介

護保険は前年と一応同じということなんでね、基準

となる第５段階が。その点は特に反対するつもりは

ないんです。そういう意見です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 意見ですね。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論も打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 次に、第２４号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、Ｓｉｄ

ｅＢｏｏｋｓのファイル名はＲ０６＿特別会計予

算書、いわゆる別冊になります令和６年度豊岡市特

別会計予算並びに予算説明書の３ページをご覧く

ださい。第２４号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算についてご説明

いたします。 
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 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

８８億７，６３６万５，０００円と定めています。 

 第２条で、債務負担行為を設定し、第３条で一時

借入金の借入れの最高額を５億円と定めています。 

 第４条は、歳出予算の流用ができる場合を定める

もので、給料、職員手当及び共済費の予算に過不足

が生じた場合は、同一款内での各項間の流用を、ま

た、保険給付費の予算に過不足が生じた場合に、各

項間の流用をお願いするものでございます。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１の２０

２４年度豊岡市予算についての１７ページをご覧

ください。予算の概要ですが、本会計は国民健康保

険法の規定に基づく豊岡市国民健康保険事業に係

る予算を定めるものです。本予算の編成に当たって

は、県が提示する国民健康保険納付金及び標準保険

税率で用いられた算定時の基礎金額を予算項目に

充てることを基本としてございます。 

 ２０ページ、２１ページをご覧ください。歳出予

算総括表により、歳出の内訳について主なものをご

説明いたします。 

 １款総務費１億８，００３万６，０００円は、国

民健康保険事業運営に係る人件費及び事務経費を

計上しております。事務経費のうち、事務委託では、

例年の国保連合会共同電算処理業務などに加えま

して、オンライン資格確認に係るシステム改修、マ

イナンバーカードと健康保険証の一体化に伴う改

修、そして国保業務標準システムへの移行に係る業

務を委託を行います。 

 次の２款保険給付費６１億４，８６８万円につき

ましては、保険給付に係る必要見込額を計上してお

ります。前年度当初と比較して１４０万円の減額と

しております。この保険給付費につきましては、県

が令和５年度の医療費実績と過去の２年間の医療

費の平均伸び率等から推計した給付費を参考に、本

市の給付状況から必要額を見込むものでございま

す。県が示した２０２４年度の県全体の保険給付費

総額は、少子化と団塊世代の高齢者が後期高齢者制

度に移行する等によりまして、被保険者数の減少の

影響が高齢者層の増加や医療の高度化に伴う１人

当たり給付費の増加の影響を上回ることから、２０

２３年度に対して伸び率マイナス１．７％と推計し

ております。しかしながら、本市におきましては、

２０２３年１０月診療分までの１人当たりの給付

費が前年度に対して伸び率５．８％と県の伸び率を

上回る状況でありますので、予算として保険給付費

に不足が生じないだけの予算額を確保したいと考

え、出産育児一時金と傷病手当金以外の保険給付費

につきましては、前年度と同額を計上してございま

す。 

 次の３款国民健康保険事業費納付金２３億９，９

６６万９，０００円につきましては、医療給付費分、

後期高齢者支援金等分、介護納付金分を合算した額

を県へ納付金として納めるもので、県からの内示額

を計上しております。前年度に比べ９３０万１，０

００円の減額となっております。県の医療費給付費

分の算定では、令和３年度から医療費水準を反映し

ない算定をすることになり、納付金の増加が懸念さ

れるところでございますが、本年度も納付金算定の

統一における県のインセンティブ交付金制度の措

置は維持されておりました。 

 次に、８款保健事業費１億２，９４４万７，００

０円につきましては、レセプト点検をはじめ、医療

費の適正化対策に係る事業、特定健康診査、特定保

健指導事業及び生活習慣病の重症化を予防するた

めに要する費用を計上しております。また、被保険

者自身が積極的に健康管理を行っていただくため、

特定健康診査におきまして、４０歳以上７５歳未満

の国保加入者は受診料を本年度も無料とすること

としております。 

 次の９款基金積立金３０万円につきましては、国

保財政調整基金の利子を国保財政調整基金に積み

立てるものでございます。 

 次に、１１款諸支出金１，３１３万３，０００円

につきましては、国民健康保険税の過年度過誤納還

付金等及び国保直診診療所の、資母診療所ですけれ

ども、運営支援を行うための当該直診勘定会計への

繰出金でございます。 

 次に、９０款予備費５００万円につきましては、
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前年度に比べて１，５００万円の減額としておりま

す。予備費は保険給付費の予見し難い増加分につき

まして対応するために確保するものでございます

が、保険給付費の不測の事態には２，０００万円の

予算で対応できることは限られておりまして、なお、

国保財政調整基金で対応することが現実的なもの

となっております。また、県単位化を推進する中に

あっては、予備費を大きく持つ必要はなくなってお

りますので、このたび突発的な軽微な国保システム

機器の修理等に対応できるだけの最小限の費用に

縮減することとしたものでございます。 

 歳出は以上です。 

 ２ページ戻っていただきまして、１８ページ、１

９ページの歳入予算総括表をご覧ください。歳入の

主な内訳ですが、１款国民健康保険税につきまして

は、今議会に第８号議案として上程している国民健

康保険税率等により賦課徴収する必要額を計上し

ております。 

 １つ飛びまして、３款国庫支出金５５０万円は、

オンライン資格確認のシステム改修に係る国庫補

助金でございます。 

 次に、４款県支出金６６億２，３１８万７，００

０円ですが、普通交付金は歳出で計上しております

保険給付費等から計上し、また、特別交付金は県か

ら内示のあった繰入金等を計上しております。前年

度との比較では、７，０８０万３，０００円の増額

となっておりますが、この主な要因につきましては、

特別交付金の６，７７０万３，０００円の増額で、

国保業務の標準システムへの移行業務等に係る特

別調整交付金等によります。 

 １つ飛びまして６款繰入金７億２，７５３万８，

０００円につきましては、一般会計繰入金及び基金

繰入金でございます。一般会計繰入金は、主に低所

得世帯の国保税軽減分に対する保険基盤安定繰入

金及び国保事業執行の必要経費に係る職員給与費

等繰入金で基金繰入金につきましては、国保税の賦

課総額を抑えるための国民健康保険財政調整基金

からの繰入金を計上しております。 

 最後に、債務負担行為の設定でございます。別冊

令和６年度豊岡市特別会計予算並びに予算説明書

に戻っていただきまして、７ページをご覧ください。

総合健康ゾーン運営事業で、ウェルストーク豊岡の

第二期事業に向けて令和６年度中に事業者の選定、

契約締結などを行うため設定するものでございま

す。期間は令和７年度から令和１６年度までの１０

年間で、限度額を１億５，０００万円としておりま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） １つ教えていただきたいんで

す。直診勘定か、そっちは資母診療所だけがそっち

にあるんですかね、但東歯科もかなと思ったけど、

それは違うということでしたか。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） そのとおりでござ

いまして、資母診療所のみが国保直診診療所となっ

ております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、ちょっと詳しく

ないですけど、何でそれはそういうふうになってる

のか教えていただきたいんですけど。何でいったら

質問がおかしい。質問がおかしいですかね、ごめん

なさい、また勉強させて。 

○委員長（芦田 竹彦） ちょっと今の質問は……（「な

し」と呼ぶ者あり）もうなし。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

○委員（須山 泰一） はい。質問がおかしいんです

かね……（「整理して整理して」と呼ぶ者あり）は

い、そういう経緯があって、何らかの経緯があって

資母診療所だけが国保の直診勘定になっててほか

の診療所なんかは診療所会計いうのがありますよ

ね、たしか。そうなってるもし理由が分かれば教え

ていただきたいというのが僕のあれですけども、ど

うでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 旧但東町時代に資母
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が直診勘定、それから高橋は診療所だったと思いま

すが、それが合併後もずっと引き継がれてるという

ことで、それをどういう理由でそうなってるかとい

うのは、ちょっと今では答えられない状況です。以

上です。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい、大丈夫です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほどの条例改正に反対しま

した。今回の大きな引上げの条例改正に先ほど申し

上げたように、反対ですので、それらの反映である

この予算にも反対です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 賛成の立場から意見をさせて

いただきたいと思います。 

 １月１７日、国民健康保険運営協議会からの２０

２４年度国民健康保険事業運営の基本方針の答申

を尊重し、２０２４年度国民健康保険税率を決定予

算を定めるものであります。今回の標準的な世帯に

つきましても、第８号議案、豊岡市国民健康保険条

例の一部を改正する条例制定に関する議案であり

ますことから賛成とさせていただきたいと思いま

す。以上でございます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、挙手により採

決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（芦田 竹彦） 賛成多数により、第２４号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定をしま

した。 

 次に、第２５号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、別冊の特

別会計予算書、それの４７ページをお願いします。

第２５号議案、令和６年度豊岡市国民健康保険事業

特別会計（直診勘定）予算についてご説明いたしま

す。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

７，１６６万円と定め、第２条で一時借入金の借入

最高額を１，０００万円と定めるものです。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、２５ページをお願い

します。予算の概要ですが、本会計は国民健康保険

法に基づき資母診療所の運営を行うものです。 

 次に、２８、２９ページをお願いします。まず、

歳出についてですが、総務費については医師、看護

師等の人件費、診療所運営に係る管理費などです。

医業費については、医療用消耗器材費、医薬品等の

医薬材料費などです。公債費については施設整備や

医療機器購入に係る利子償還金となっております。 

 戻っていただいて、２６、２７ページをお願いし

ます。歳入についてですが、診療収入については診

療報酬などによるものです。使用料及び手数料につ

いては、診断書等文書料などによるものです。繰入

金については一般会計と国保の事業勘定からのも

のになります。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第２５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をしました。 

 次に、第２６号議案、令和６年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 別冊特別会計予算

の７１ページをご覧ください。第２６号議案、令和

６年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算に

ついてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

１４億７，６８２万２，０００円と定めています。 

 第２条で一時借入金の借入れの最高額を５，００

０万円と定めています。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１の２０

２４年度豊岡市予算についての３３ページをご覧

ください。予算の概要ですが、本会計は高齢者の医

療の確保に関する法律の規定に基づき、豊岡市後期

高齢者医療事業を実施するための予算を定めるも

のでございます。 

 ３６ページ、３７ページをご覧ください。まず、

歳出予算総括表により主なものをご説明いたしま

す。１款総務費の３，７６３万７，０００円は、一

般職員及び会計年度任用職員に係る人件費のほか、

必要な事務経費を計上しております。一般管理費で

前年度と比べて２８８万４，０００円の増額となっ

ておりますが、主な理由といたしましては、標準シ

ステム導入に係る支援業務の委託によります。 

 次の２款後期高齢者医療広域連合納付金１４億

３，７１３万円は、徴収した保険料、保険基盤安定

負担金及び保険料滞納延滞金を運営主体でありま

す兵庫県後期高齢者医療広域連合に納付するもの

でございます。前年度に比べ１億１１０万９，００

０円の増額となっております。 

 歳出は以上です。 

 ２ページ戻っていただきまして、３４ページ、３

５ページをご覧ください。歳入の主な内訳でござい

ます。１款保険料１０億９，２２７万１，０００円

は、兵庫県後期高齢者医療広域連合から示された令

和６年度の見込額で、被保険者の増加に伴いまして

前年度に比べ５，９６２万８，０００円の増額とな

っております。 

 次に、４款繰入金３億８，２９１万３，０００円

は、事務費、保険基盤安定及び職員給与費等に係る

繰入金の見込額を計上しております。前年度に比べ

４，８０６万８，０００円の増額となりますが、主

に保険基盤安定繰入金の増額によるものでござい

ます。 

 また、６款諸収入１５３万７，０００円のうち、

保険料還付金、保険料還付加算金は、兵庫県後期高

齢者医療広域連合から歳入いたしまして、同額を歳

出に計上してございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第２６号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 次に、第２７号議案、令和６年度豊岡市介護保険

事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、別冊特別

会計予算書の９５ページをご覧ください。第２７号

議案、令和６年度豊岡市介護保険事業特別会計予算

についてご説明いたします。 
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 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

９９億５，１８２万８，０００円と定め、第２条で

は債務負担行為を設定し、第３条で一時借入金の借

入最高額を５億円と定めるものであります。 

 第４条は歳出予算の流用ができる場合を定めた

もので、第１号は給料、職員手当及び共済費の流用

について、第２号は保険給付費及び地域支援事業費

の流用について、いずれも同一款内での各項の間の

流用ができることとするものであります。 

 予算の主な内容につきましては、別冊の豊岡市予

算についてで説明をいたしますので、４１ページを

ご覧ください。予算の概要ですが、本会計は介護保

険法の規定に基づく介護保険事業に係る予算であ

り、２０２４年度は豊岡市老人福祉計画・第９期介

護保険事業計画の１年目に当たり、この計画に基づ

き介護保険事業を実施するものあります。 

 続いて、４４ページ、４５ページをご覧ください。

予算総括表で説明いたします。まず、歳出ですが、

１款総務費については職員の人件費、事業運営に係

る事務費、介護認定審査会に係る人件費及び事務費

などであります。 

 その下、２款保険給付費は、介護サービス費及び

介護予防サービス費など各種介護サービスに係る

費用です。６年度予算は前年度に比べ３億５，３４

６万４，０００円の減額となっております。 

 続いて、３款地域支援事業費です。地域支援事業

費は、高齢者が要支援、要介護状態であることを予

防し、要介護状態になったとしても、可能な限り地

域において自立した日常生活を営むことができる

よう支援するものであります。 

 主なものとしましては、まず、介護予防・生活支

援サービス事業費です。この中には要支援の方など

が利用される訪問介護、通所介護事業や掃除、ごみ

出し、洗濯、買物等の家事援助を行う支え合い生活

支援サービス事業、また、短時間の運動や食事を提

供する支え合い通所介護事業などがあります。その

他の事業としましては、在宅医療・介護連携推進事

業費、生活支援体制整備事業費、社会福祉協議会に

委託をしております地域包括支援センターの運営

事業費などがあります。 

 続きまして、７款諸支出金については、第１号被

保険者が年度途中の死亡や所得更正によって生じ

る介護保険料の還付金等の費用であります。予備費

については５００万円としております。 

 戻っていただきまして、４２ページ、４３ページ

をご覧ください。歳入です。 

 まず、１款保険料は、第１号被保険者、６５歳以

上の方の介護保険料です。 

 次に、３款国庫支出金は、介護給付費に係る負担

金、調整交付金及び地域支援事業費に係る交付金で

あります。 

 ４款支払基金交付金は、社会保険審査診療報酬支

払基金から、介護給付費と地域支援事業費に係る第

２号被保険者の負担分として交付される交付金で

あります。 

 ５款県支出金につきましては、介護給付費に係る

負担金、地域支援事業費に係る交付金であります。 

 ７款の繰入金につきましては、介護給付費や地域

支援事業、低所得者保険料軽減や事務費などに係る

一般会計からの繰入金であります。 

 総括表の説明は以上です。 

 再び別冊の特別会計予算の９８ページをご覧く

ださい。第２表、総合健康ゾーン運営事業の債務負

担行為です。総合健康ゾーン運営事業につきまして

は、令和７年度から始まるウェルストーク豊岡の第

２期事業における運営維持管理業務について、令和

６年１２月議会において契約の締結を予定してい

るため、債務負担行為を設定しようとするものであ

り、具体的には通所型介護予防事業としてからだ元

気塾を委託するためのものであります。期間は令和

７年度から令和１６年度までの１０年間で、限度額

は２億７，０００万円です。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第２７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第２８号議案、令和６年度豊岡市診療所事

業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、特別会計

の予算書の１４５ページをお願いします。第２８号

議案、令和６年度豊岡市診療所事業特別会計予算に

ついてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２億６，４９５万３，０００円と定め、第２条で地

方債について定め、第３条で一時借入金の借入最高

額を２，０００万円と定めるものです。 

 次に、１４９ページをお願いします。地方債は、

診療所整備事業費で限度額を合わせて１２０万円

としています。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、４９ページをお願い

します。予算の概要ですが、本会計は、休日急病診

療所など４か所の市立診療所と１か所の市立歯科

診療所の管理運営を行うものです。 

 次に、５２、５３ページをお願いします。まず、

歳出についてですが、休日急病診療所費から但東歯

科診療所費まで同じ内容になります。総務費につい

ては、医師、看護師等の人件費や診療所運営に係る

管理費などで、医業費については医薬品等の消耗資

材費や医薬材料費などになります。公債費について

は、一時借入金利子、市債の元金と利子になります。 

 なお、今回の予算の中で、施設の整備や医療用備

品の購入の主なものですが、森本診療所費では、治

療室などのエアコンの取替えと解析付心電計の更

新、神鍋診療所費では、胸部エックス線画像病変検

出システムの新規購入、高橋診療所費では、血液分

析器の新規購入を予定しています。 

 戻っていただいて、５０、５１ページをお願いし

ます。歳入ですが、休日急病診療所収入から但東歯

科診療所収入までについては、診療収入手数料、一

般会計繰入金のほか、医療機器整備に係る県補助金、

地方債などを計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、以前、但東の歯

科診療所について質問したことがありました。患者

が少しずつ増えてるっていうことで、週１回、木曜

日しか今やってないんですけども、週２回ぐらい求

める声があるというふうな質問したことがありま

す。お医者さんが城崎から来てるいうことでなかな

か難しいという事情も分かるんですけども、今回も

どうなんでしょうね。その予算が但東だけが、但東

歯科はこの中で唯一増えてるなというふうに、あっ、

休日急病診療所も増えてますか。但東は増えてるな、

医業収入も予算の段階で、２３年度より２４年度の

ほうが医業費も６，１９０か、７，１９０、これ単

位分からんけど、増えてるように見えます。患者が

増える中で、何とか歯医者さんの診察日、もう１日

増やすっていう方向を検討していただきたいんで

すけど、いかがでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 健康増進課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 但東歯科診療所につ

いては、確かに患者さんも増えてきてるというか、

安定した患者数になってまして、診療収入も増えて

ますので、その中で委員のほうも先ほどおっしゃっ

ていただきましたけども、先生は城崎の自分の医院

も運営しながら来ていただいてますので、これを２

日というか、もうちょっと回数を増やすっていうの

は、今の状況では現実的には厳しいと考えておりま

す。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） なかなかほかのお医者さん来
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てもらういうのももっと難しいことでしょうし、お

かしなことでしょうし、難しいというところで、ご

めんなさい、また考えます。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいか。 

○委員（須山 泰一） よろしいです。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第２８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 次に、第２９号議案、令和６年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 第２９号議案、令和

６年度豊岡市霊苑事業特別会計予算を説明いたし

ます。 

 概要につきましては、部長が本会議で説明したと

おりですが、少し補足をします。 

 別冊の令和６年度豊岡市特別会計予算並びに予

算説明書の２０７ページをご覧ください。歳出から

説明いたします。 

 一番上の枠でございます。維持管理委託料で４０

８万２，０００円を計上しておりますが、西霊苑で

約２７０万円、東霊苑で約３８万円という内訳にな

っております。 

 また、その下でございます。基金については、利

子を含めて２１０万４，０００円を積み立てること

としております。 

 次に、歳入を説明しますので、２０３ページをご

覧ください。一番上の枠の永代使用料につきまして

は、それぞれ３区画を見込んでおります。また、東

西霊苑の管理料といたしまして、２０２４年度は５

９４万１，０００円を計上しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（須山 泰一） ご異議なしと認めます。よっ

て、第２９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 

 以上で午前の部を終了いたします。 

 ここで委員の皆さんから、当局職員の皆さんから

何かありましたらご発言を願います。よろしいです

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ないようでしたら、当局の

職員の皆さんは退席いただいて結構です。お疲れさ

までした。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。再開は午

後１時ちょうど。 

午前１１時４６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５６分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） それでは、定刻よりちょ

っと少し早いんですけども、ただいまから分科会を

再開をいたします。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するのではな

くて、十分な質疑の時間を確保するためにも、新規

事業や前年度から大きな変更のあった事業、主要事

業など、要点を簡潔に説明をお願いをいたします。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いをします。 

 委員の皆さんには、スムーズな議事進行に格別の
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ご協力をお願いをいたします。 

 それでは、こども未来部、観光文化部、教育委員

会の所管部分につきまして審査を始めます。 

 第２３号議案、令和６年度豊岡市一般会計予算を

議題といたします。 

 当局の説明は、部ごとに組織順の課単位で一気に

説明をお願いをします。 

 歳出、続いて所管に係る歳入、債務負担行為及び

地方債の順でお願いをいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 なお、該当のページを委員が開いたかどうか確認

をしながら説明を願います。 

 説明、質疑は部単位で行います。 

 まず、こども未来部、お願いをいたします。 

 こども未来部、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 変更部分、主な内

容だけ説明させていただきます。資料１６９ページ

下から８行目になります。児童福祉総務費です。こ

ども未来課分は１，１３７万１，０００円になりま

す。 

 次、資料１７１ページ上から３行目、業務委託料

のこども計画策定業務です。これは、現在取り組ん

でいるこども計画策定に係る委託料になります。ア

ンケート調査や分析など、計画策定に係る支援を受

ける委託料となります。なお、こども計画につきま

しては、２０２４年度中に策定したいというふうに

考えております。 

 同じく１７１ページ、上から３分の１辺り、子育

てセンターの運営事業費になります。市内には６か

所の子育てセンターがありますが、そのうち竹野の

子育てセンターは、この４月から竹野健康福祉セン

ターの２階に移転します。これまで竹野子育てセン

ターの管理費だけ別事業で予算措置していました

が、２０２４年度からこの事業費に含めております。 

 次、資料１７３ページです。市民交流広場及びこ

ども広場管理費になります。上から１０行目、運営

委託料、指定管理料２，１７８万５，０００円です。

昨年度の当初予算と比較しまして、指定管理料が８

０６万６，０００円の増額となっております。こど

も広場の利用者を３万３，０００人、利用料収入を

７９７万５，０００円としまして、施設の運営に必

要な費用、いわゆる歳出の差額を指定管理料として

おります。指定管理料の増額につきましては、これ

までの実績に基づきまして利用者実績考慮した収

入、それから安全な施設管理のための費用、利用者

サービスの向上面などを鑑み、やむを得ないものと

いうふうに考えています。ご理解くださいますよう

お願いいたします。 

 それから、その少し上、業務委託料、案内サイン

の設置業務です。アイティの４階のＷＡＣＣＵ Ｔ

ＯＹＯＯＫＡについては、施設のコンセプトも伝え

るような案内サインの設置を考え、設置をしたいと

考えております。市民の方々の意見を取り入れまし

て、施設全体のまとまりも考慮しながら、子育て支

援の総合拠点であると同時に、市民交流広場が、多

様な交流を促す場所として多くの方に利用してい

ただきたいと考えております。 

 次、資料１８９ページ、１行目になります。母子

保健事業費です。こども未来課分については１億９

４１万８，０００円になります。母子手帳の交付か

ら乳幼児健診などの保健指導、それから妊娠期から

出産・子育て期の総合的な相談支援、それから妊産

婦・新生児訪問、それから出産・子育て応援給付金、

こちらのほう、交付や給付に伴う伴走型支援の相談

業務を行っております。 

 資料１９１ページ、真ん中の枠になります。予防

接種の事業費です。これは、これまで子供の予防接

種の事務部分、予算執行の部分については、健康増

進課で行っていましたが、来年度からこども未来課

で執行することとしております。事業費の２億４，

５５５万９，０００円のうち、１億６，０７０万９，

０００円がこども未来課分となります。 

 次に、歳入になります。補助金で、出産・子育て

応援交付金のみ説明させていただきます。 

 資料３９ページのほうをご覧ください。上から２

枠目、保健衛生補助金で、下から５行目、国の補助

金になります。７７６万４，０００円のうち２分の
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１、これがいわゆる伴走型支援というふうに言われ

ているものです。人件費分が主になっています。な

お、県の補助金はその４分の１でして、事業費の４

分の１でして１９４万１，０００円となります。 

 それから４，２００万円については、給付金の支

給金額になりまして、３分の２が国の補助金で２，

８００万円となります。県の補助金は６分の１の７

００万円です。今ちょっと、県の補助金のほうを申

し上げましたが、後で資料５１ページ、県の保健衛

生費補助金の出産・子育て応援交付金の欄をご確認

いただきますようお願いします。 

 次に、資料の６３ページです。地域振興基金繰入

金になります。市民交流広場及びこども広場管理費

に５，９００万円、それから母子保健事業費に８０

０万円の充当を行っております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） こども支援課、惠後原課

長。 

○こども支援課長（惠後原博美） こども支援課の中

で主なもののみ説明いたします。 

 それでは、１７１ページ、１１行目をご覧くださ

い。児童扶養手当給付事業について説明します。こ

の事業は、ひとり親家庭の生活の安定と自立を支援

するために手当を支給するものです。消費者物価指

数の変動により２０２４年４月から手当枠の改定

があり、全部支給者では１人目、１，３６０円の増

で４万５，５００円、２人目、３３０円の増で１万

７５０円、３人目以降、２００円増で６，４５０円

となります。 

 歳出予算総額は２億６，１７５万円となり、シス

テム保守点検委託料に５８万８，０００円、児童扶

養手当につきましては、去年から１，８４８万８，

０００円の減となり、受給者約５００人分、２億６，

１１５万６，０００円を計上しております。 

 次に、同じページ、下から３行目をご覧ください。

子どもの貧困対策事業についてでは、地域住民やＮ

ＰＯ法人による子ども食堂の開設、運営に向けての

支援として補助金を交付しております。開設準備費

として月１回の開催の場合は１０万円を、月２回以

上開催では２０万円を上限として補助します。また、

運営費としては、１日当たり１０食以上を提供し、

月１回の場合は５，０００円を、月２回以上は１万

円を１２か月間補助します。現在、市内で６か所が

運営されており、食事の提供のみならず、学習支援

にも取り組まれているところもございます。 

 予算総額は４９万円となり、内訳は開設準備費が

２０万円、運営費が２９万円を計上しております。 

 次に、１７３ページ、下から５行目をご覧くださ

い。子育て世帯訪問支援事業について説明します。 

 ２０２３年度までは、養育支援訪問事業として、

助産師、保健師などによる専門的な相談支援とホー

ムヘルパー派遣による家事、育児援助を１つの事業

として実施しておりましたが、２０２４年度からヘ

ルパー援助のみを分離し、子育て世帯訪問支援事業

と名称が変更となりました。家事、育児に不安や負

担を感じている子育て世帯、妊産婦、ヤングケアラ

ーなどがいる家庭にホームヘルパーなどの支援員

が訪問し、不安や悩みを傾聴するとともに、家事、

育児等の支援を実施することにより、虐待リスクの

高まりを未然に防ぐことを目的とした事業であり

ます。 

 予算総額は３８５万７，０００円となり、社会福

祉協議会や訪問介護事業所と委託契約を交わし、ホ

ームヘルパー等の派遣を行うものです。 

 続きまして、歳入について説明します。３５ペー

ジをお願いします。 

 ３５ページの３つ目の枠、国庫負担金の児童扶養

手当給付費負担金は、手当額の３分の１の補助で８，

７０５万２，０００円となります。 

 次に、３９ページ、１つ目の枠、子育て世帯訪問

支援事業については、国庫補助金補助率が２分の１

で１７４万円及び４９ページ県補助金、こちらは補

助率４分の１で８７万円をそれぞれ計上しており

ます。 

 こども未来部の説明は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 



 26

○委員（須山 泰一） お疲れさまです。２点、そう

ですね、子育てセンターですか、その８０８万円、

指定管理料が増えるというやつですけど、元の想定

が何、３万人でしたか、高かったんじゃないかって

いう計算、そういう想定だったと思うんですけど、

言われたかもしれないですけど、利用者どれぐらい

の想定をされてるんかっていうことです、今後につ

いて。 

 それから、こども支援課のほうでは、子ども食堂

のことを言われました。市内６か所というのはどこ

でやってるんでしょうか。どのぐらいの利用がある

んでしょうか、教えてください。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 当初想定していた

人数は８万５，０００人になります。次の２０２４

年度からは３万３，０００人で想定をしております。

以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 惠後原課長。 

○こども支援課長（惠後原博美） 子ども食堂は現在

６か所開催しておられまして、豊岡のドーナツ子ど

も食堂、城崎のハグモグさん、竹野のなごみてぇ、

日高のＨａｇｕ ｔｏ Ｃｕ～Ｃｕ～、そして同じ

く日高の日高子ども食堂めぐみ、出石のおひさま食

堂の６か所になります。 

 利用人数に対しましては、ＮＰＯ様の自主的な運

営にお任せしておりますので、利用人数等々につい

ては、お調べはしておりません。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 あっ、そうか、８万５，０００人の子育てセンタ

ーの利用想定だったんですね。それ３万３，０００

に、前の委員会でもあった、言ったかもしれないで

すけど、相当な大きな見直しですよね。 

 それと、子ども食堂のほうは、数は利用者がどれ

くらいかっていうのは分からないということで、つ

かんでないということですけども、そうですね、支

援もするんだから、どれぐらいの方が来られてるか

とかつかんでほしいなと思います。要望でいいです。

以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 要望ですね。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何点か少し教えてください。

まず、子育て広場のところなんですけれども、これ

意外と子育てしてる方、広場等々使われているんで

すけれども、ただ、もう少し、どういうんですかね、

充実感といいましょうか、そういったことの必要性

があると思うんですけども、その辺り、何かお考え

があるのか、現状のままなのか、またちょっと教え

ていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） すみません、さっ

き、子育て、田中委員の質問は子育てセンターのこ

とについてですか、こども広場のこと……（「広場

です」と呼ぶ者あり）あっ、こども広場のことです

か。（「はい」と呼ぶ者あり）分かりました。 

 こども広場につきましては、指定管理で指定管理

者の方のいろんな企画をしていただいています。前

回の議会の１２月議会で条例改正をさせていただ

きましたが、その際に、開設時間を前倒しにするで

ありますとか、あと、そうですね、クールの開設時

間を早めるっていうことと、それから利用がどうし

てもお昼の時間帯が一番少ないので、それをちょっ

とずらして何とかできないかっていうところで改

定をさせていただいています。あとはもう常にイベ

ントですね、お誕生日のイベントとか季節に合わせ

たイベント、それからＬＩＮＥとかインスタでのＰ

Ｒ、その辺りに努めてもらっているところです。以

上です。 

○委員（田中藤一郎） 続いて、もう一つ。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません。こども計画の策

定なんですけれども、これ非常に大事なところかな

というふうに思います。この１年間で多分仕上げて

いくと思うんですけども、これ依頼はするんですけ

ど、依頼される構成、どういうんでしょうか、策定

するところをもう少し教えて、どういうメンバーで

やられるとか、そういうのをちょっと教えてほしい
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です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 策定の委員は、既

に子ども・子育て会議というのが既存でございます

ので、そちらのメンバーに、こども計画を包含した

形のものを協議していただくということで考えて

います。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） これまでもそういった子ども・

子育て会議でいろいろ教育全般のお話とかされて

いる。例えば幼児教育の合併問題、小・中学校の合

併問題もいろいろあったりだとするんですけど、ち

ょっといろんな方に聞くと、意外と決まり事の中で

物事が進んでいくような感じがあるようなことも

聞いたりとかしてるので、実際、本当に生の子育て

されてる方々だとか、アンケートを取られるってい

うふうなところがあるんですけれども、もう少しそ

の工夫、アンケート数でもどれぐらいの、１，００

０人以上とかぐらいのやつであればいいんですけ

ど、非常に少数の答えの中で事務的にちょっと進ん

でいくようなところがあるかなというふうに思い

ますので。 

 それともう一つはお願いしたいのが、各地域ごと

に変わってくると思うんです。そういったとこら辺

の、豊岡全体で計画は立てるんですけれども、各地

域ごとによって子育ての在り方だったりとかいう

ふうなところもあるんですけれども、そういった配

慮といいましょうか、地域性なんかは考えられるん

でしょうか。それとも全体的で考えられるんでしょ

うか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 子ども・子育て会

議は、どちらかというと、子ども・子育ての量の受

給計画のほうがメインでしたので、どうしても教育

部門とか幼児育成の区分となっていると思うので

すが、今度は、包含した形で貧困対策とか、そうい

ったとこも検討していかないといけないので、メン

バー自体がプラス３人に、子ども・子育て会議の委

員さんを増員させていただいています。社会福祉の

視点を持たれた方も入れていくこととしています。 

 それから、いろんな意見を聞くところでは、高校

生のワークショップも計画をしております。 

 あと、地域ごとにというお話でした。アンケート

につきまして、小学生の就学前の乳幼児がいる世帯

を１，０００世帯、それから小学校児童のいる世帯

を１，０００世帯、アンケートを今日、あしたぐら

い発送するんですが、１，０００世帯をしてますが、

そこには地域で抽出世帯数を、人口で勘案した世帯

の抽出でアンケートを実施しているという状況で

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 文教民生委員会等々には途中

経過とか、または議員に途中経過とかいうのはある

んでしょうか、報告といいましょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） パブリックコメン

トもしないといけないというふうに考えています

ので、それまでには議員さんにもお示しをさせてい

ただけたらなというふうに思っています。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 意見として、趣旨に書いてあ

りますとおり、子供を真ん中に置いた社会を実現し

たいというようなところがありますので、しっかり

と切れ目のなくやっていただければというふうに

思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 次に、観光文化部、お願いをいたします。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず、私

のほうから、スポーツ分野のほうの主なものをご説

明します。 

 まず、歳出でございますが、３１５ページをお開

きください。下から６行目でございます。学校開放

事業費３，４９７万２，０００円です。令和６年度

は、整備から３８年経過しております八条小学校の

屋外運動場の夜間照明設備のＬＥＤ化工事を行う
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こととしております。 

 続きまして、３１７ページをご覧ください。上か

ら５行目になります。ボート推進事業費３１９万８，

０００円でございます。令和６年度は、岐阜県川辺

町と隔年で実施している全国新人競漕大会が開催

の年となりますために、補助金を計上しております。

なお、この全国中学校の新人競漕大会ですが、令和

６年度は９月２８、２９、土曜日、日曜日に開催を

予定しております。また、皆さんご存じかもしれま

せんけども、２０２５年度には豊岡で全国市町村交

流レガッタというのが開催を予定しておりますの

で、また議員の皆様方のご支援、ご協力のほうをよ

ろしくお願いしたいと思っています。 

 続きまして、同じく３１７ページの４枠目のとこ

ろに豊岡総合体育館管理費というのがございます。

１，２３０万７，０００円ですけども、昨年度当初

は４億２，６７４万１，０００円というようなこと

で、減額になってございます。これにつきましては、

総合体育館の長寿命化の改修工事がこの２月２９

日に完了したことに伴います。 

 このほかに事業委託料として８８万円を上げて

おりますが、これは総合体育館のリニューアル記念

イベントということで、夏頃に地元、兵庫のＶリー

グのヴィクトリーナさんの選手を招聘して、紅白戦

とかバレーボール教室を実施したいというような

ことで上げております。 

 また、備品購入費１５６万円につきましては、こ

の１２月末で閉館します市民体育館で行われてい

た柔道、それに畳が要るということで新たに購入し

て、総合体育館に備えるというものでございます。 

 続きまして、３１９ページでございます。２つ目

の枠の２つ目の項目に、出石グラウンド管理費がご

ざいます。３，８８７万６，０００円ですけども、

こちらにつきましては、昭和４７年に整備されたテ

ニスコートがかなり経年劣化が進んでるというよ

うなことで、新年度には人工芝の張り替え修繕、そ

れから照明のＬＥＤ化を予定しています。 

 続きまして、３２１ページでございます。上から

３行目にある神鍋野外スポーツ公園管理費という

のがございます。１，６４９万３，０００円ですけ

れども、こちらについては、芝生広場に環境発見遊

具を設置してるんですけども、木製の遊具が、設置

後２５年たっておりまして、かなり老朽化が進んで

いるというようなことでございまして、今も一部使

用を停止しているような遊具も出ている状況でご

ざいます。ドーム、芝生のグラウンド、ファミリー

広場、この遊具というようなことで、一つの大きな

エリアで非常に集客力のある但馬ドームでござい

ますので、この部分の管理している市としても、相

応の対応が必要だと判断して、法令に基づくもの、

老朽化しているもの、そういったものについての修

繕を行いたいというふうなことで委託料を計上し

てございます。 

 続きまして、歳入のほうでございます。６３ペー

ジをご覧ください。上から２枠目の公共施設整備基

金繰入金ですが、２億６，８００万円のうち１億２，

０００万円については、先ほど説明しました神鍋野

外スポーツ公園の環境発見遊具の修繕分となって

ございます。 

 続きまして、７３ページでございます。上から５

項目めにある事業助成金というものがありまして、

その２つ目にスポーツ振興くじ助成金が入ってご

ざいます。１，６７０万４，０００円ですけれども、

これにつきましては、八条小学校夜間照明、それか

ら柔道の畳、こちらについて助成額の申請をしてご

ざいます。 

 続きまして、地方債ということで１２ページをご

覧ください。下から５行目の辺りの保健体育施設整

備事業費というのがございます。出石グラウンド３，

０６０万円、それから八条小学校の夜間照明１，６

２０万円、こちらにつきましては、各事業費に係る

限度額を設定してるものでございます。 

 スポーツ分野につきましては、説明は以上でござ

います。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 私のほ

うからは、文化振興部門に係る主なものについてご
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説明させていただきます。 

 まず、最初に、歳出です。資料１２３ページをお

開きください。真ん中よりやや下側になります。子

どもたちが世界で豊岡と出会う音楽祭開催事業費

につきまして、例年の予算は７００万円程度で開催

していましたが、次年度は第１０回記念ということ

もありまして、１０回記念にふさわしい内容にする

ため、１，０００万円の予算を計上いたしておりま

す。 

 次に、１２７ページをお開きください。１４行目

ぐらいです。城崎国際アートセンター事業費ですが、

アーティスト・イン・レジデンス事業を実施するた

めの予算で、主なものとしましては、アーティスト

の支援業務委託、それから舞台設備の操作委託とな

っております。 

 次に、２９１ページをお開きください。中段です。

市展事業費の修繕料です。書道や絵画など大きな作

品を展示する美術展専用のパネルについて、老朽化

によりかなり破損しているため、２５９万円をかけ

て修繕いたします。なお、この修繕につきましては、

２０２４年度から３年かけて全てのパネルを修繕

する予定といたしております。 

 次に、３０５ページをお開きください。２段目で

す。市民会館等自主事業費ですが、１，８４６万７，

０００円を計上いたしております。９事業を年間予

定いたしております。 

 各施設の管理費減額につきましては、包括管理業

務の導入による委託料修繕費の減額分となってお

ります。 

 続きまして、歳入です。３５ページをお開きくだ

さい。下から２つ目、アーティスト・イン・レジデ

ンス国際文化交流促進事業費補助金です。１６２万

円を計上いたしております。文化庁からの１０分の

１０の補助金となります。 

 次に、４１ページをお開きください。中段よりや

や下側です。社会教育費補助金の一番下、文化芸術

振興費補助金８２５万２，０００円です。豊岡アー

トシーズン２０２４の事業に対する文化庁の補助

金です。 

 他の歳入歳出予算につきましては、昨年と大きな

変動はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 私から

は、文化財室分について説明させていただきます。 

 歳出をお願いします。２９５ページをご覧くださ

い。 

 ２９５ページ、下から９行目となります。文化財

保護事業費です。補助金の項目３つ目の指定有形文

化財修理防災施設等事業費３４０万３，０００円を

計上しております。 

 内訳は２件ございまして、１件目は日高町荒川の

県指定文化財、隆国寺障壁画の修復事業でございま

す。市の負担は２９０万３，０００円となり、県、

市、所有者それぞれ３分の１負担となっており、３

か年事業の初年度となっております。 

 ２件目は、出石町東条の市指定文化財、宗鏡寺開

山堂の建設物の修繕です。市負担は補助率２分の１、

市補助額上限の５０万円となり、残額は所有者負担

となっております。 

 続きまして、３０５ページをご覧ください。３０

５ページ、下から１１行目になります。博物館管理

費です。博物館の収蔵庫の空調設備修繕を予定して

おります。委託費、工事費、備品購入費、合わせて

６４２万円を計上しております。 

 続きまして、市債でございます。戻りまして、７

９ページをご覧ください。７９ページ中ほどをご覧

ください。社会教育施設整備事業債のうち、歴史博

物館分となります。先ほど説明させていただいた博

物館収蔵庫の空調設備修繕のうち、設計及び工事費

に対して９０％の充当率で、５５０万円を充てるも

のでございます。 

 文化・スポーツ振興課からは以上となります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 新文化会館整備推進室、

櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） まず、歳

出です。３１３ページをご覧ください。 
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 ３１３ページ、上の升の２つ目の升でございます。

報償金、費用弁償として、今年度から策定に向けて

作業しております管理運営計画の検討委員会運営

に係る経費を計上しております。 

 続きまして、投資委託料です。整備工事の施工監

理業務と、測量とありますが、これは最終的に搬出

した残廃、灰の量を確定する測量費を計上しており

ます。 

 次の業務委託料です。整備工事に係る技術支援業

務と管理運営計画策定に向けた支援業務を計上し

ております。 

 一番下、整備工事費でございます。債務負担行為

で設定した２年目の工事費を計上しております。 

 続いて、歳入になります。６３ページをご覧くだ

さい。上の大きな升の２行目でございます。公共施

設整備基金、このうち新文化会館に１億５，７００

万円を繰り入れます。 

 その下２つ目、森林環境基金です。これを、県産

木材の利用促進を図る工事費に５，８７０万円余を

繰り入れます。 

 次に、市債でございます。７９ページをご覧くだ

さい。新文化会館整備事業債として１３億５，７９

０万円を計上しております。 

 最後に、地方債でございます。１２ページをご覧

ください。１２ページの下から６行目になります。

新文化会館整備事業費として１３億５，７９０万円

の限度額を設定しております。 

 観光文化部からは以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと私の地元の出石のス

ポーツセンターのテニスコートの件ですけど、前回

もちょっと質問させていただいたんですけど、予算

立て等々が決まれば、結構待っておられる状態なん

で、いつ頃からそういった工事が始まるのか分かれ

ば教えていただきたいんですけど。 

○分科会長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ちょっと

まだ具体的なスケジュールはこれからなんですけ

ども、今、委員おっしゃられましたように、以前か

ら同様の要望も承ってきましたし、修繕を重ねてや

っている、あと利用も少し制約があるっていうよう

な状況にありますので、とにかくできる限り早く事

務を進めていきたいというふうに考えてございま

す。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 一日でも早く、できるだけ手

配をしていただきながら、せっかくなんでね、一日

も早くしていただいて、喜んでもらえるようにして

おいていただければなと思いますので、よろしくお

願いします。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかはございませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） すみません。田中委員の修繕

にちょっと関連するんですけど、スポーツ施設、豊

岡市内、様々なところがあるかと思うんですけど、

豊岡の陸上競技場なんか、過去に水たまりができて、

なかなかそこはちょっと走るにしても、横に荒木委

員いるんですけど、投てきに関しても、その水たま

りがかなり影響してるというような意見を聞いた

りもしてるんですけど、今回、出石のグラウンド、

テニスコートの改修だとか、ＬＥＤ化の改修って聞

いてるんですけど、過去、様々な地域からいろんな

要望が上がってきてると思うんですけど、どういう

基準で今回、出石になったのか。また、豊岡の市民

グラウンドのことももし聞かれてるいるんであれ

ば、今後そういう計画があるのか、その基準みたい

なものを含めて教えていただけたらと思うんです

けれども。 

○分科会長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず、全

ての施設、全て満遍なくっていうのはなかなか難し

いですので、個別施設計画というのがございまして、

そちらである施設とある施設を、例えば統合といい

ましょうか、そういったことで、一つの施設として

しっかり維持していくというようなこともござい

ますし、当然、要望をいただきまして、これは早急
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に対応しなければならないなというような、昨年で

すかね、陸上競技場のほうの今の投てきの部分も、

議員の皆さん方からの要望もいただきまして、確か

に現場を見て、非常に水がたまってるというような

ことでしたので、そんな本格的な工事じゃないんで

すけども、そういった緊急を要する、これは明らか

に支障が出るっていうようなことにつきましては、

できるだけ早く対応すべきということで判断いた

しまして、そんな、たくさんの金額ではなかったで

すけども、費用を投じまして、維持している状況で

ございます。陸上競技場にしましても、また公認の

更新時期が到来しますので、それまでにいろいろ検

査をしていただいてというようなステップを踏ん

で、公認をまた得るというようなこともございます。 

 冒頭言いましたように、やはり施設への要望もも

ちろんありますけども、現場を見て判断して優先す

べきものを、個別施設計画にものっとりながら進め

ているということですので、順番、今どうこうこう

っていうようなことは言えませんけども、そういっ

た考え方で維持管理すべきだというところは、しっ

かりとしていくというようなスタンスでございま

す。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 太田委員。 

○委員（太田 智博） ありがとうございました。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 続いて、教育委員会、お願いをいたします。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、教育総務

課分を説明いたします。 

 初めに、歳出でございます。予算書９３ページを

お開きください。真ん中辺り、財産管理費でござい

ます。このうち、教育総務課分は２，６８５万９，

０００円でございます。閉校、閉園になりました施

設につきまして、次の用途が決まるまで、普通財産

として教育委員会が管理するための費用でござい

ます。 

 ページをめくっていただきまして、９５ページを

お開きください。上から８行目でございます。中竹

野地区コミュニティセンターの整備に伴いまして、

旧中竹野小学校の解体工事を行います。なお、校舎

部分は地域づくり課、そしてプール部分は教育総務

課が所管いたします。プール解体費用といたしまし

ては、このうち２，２２１万７，０００円となりま

す。 

 次に、１７７ページをお開きください。下の枠の

真ん中辺りになります。保育所等管理費でございま

す。工事請負費でございますが、こちらは、１２月

補正予算で債務負担行為を設定いたしました西保

育園の空調設備の更新に係るものでございます。２

００６年度の建築から１８年が経過しておりまし

て、一部が故障していることから、夏までに更新し

ようとするものでございます。 

 続きまして、２７１ページをお開きください。上

から３分の１辺りになります。教育総務事務局費で

ございます。現在の第４次とよおか教育プランの計

画年度が２０２４年度までとなっていることから、

新たな第５次とよおか教育プランの策定を行うこ

ととしております。また、小中学校の適正規模・適

正配置計画に基づき、学校再編を推進いたします。

来年度につきましては、竹野地域義務教育学校につ

いて、２０２５年度の開設に向けて、開設準備委員

会で引き続き教育課程などの検討を行います。また、

小坂小と小野小の統合に向けた協議も引き続き調

整を行うとともに、但東地域においては小中一貫校

開設に向けた協議を始めたいと考えております。 

 続きまして、２７７ページをお開きください。上

の枠の５行目でございます。小中一貫校整備事業費

でございます。竹野地域の義務教育学校の整備につ

きまして、低学年棟の増築、既存中学校棟の改修、

体育館への空調設備整備、外構の各工事を行います。 

 続きまして、２８３ページをお開きください。上

の表の下の枠でございます。小学校の学校施設整備

事業費でございます。学校施設個別施設計画に基づ

きまして、三江小学校の特別教室棟につきまして老

朽化した床、壁、天井の改修、また、ガラス断熱施
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工等の大規模改修工事を行うこととしております。 

 続きまして、３２３ページをお開きください。上

の表の下の枠でございます。賄用需用費でございま

す。賄材料費、こちらが給食の食材料費となってお

ります。こちらにつきましては、２０２４年度は、

２０２３年１０月以降と同額と１食当たり、小学校

は２６３円、中学校は２９９円と設定をしておりま

す。なお、２０２５年度以降につきましては、物価

変動に合わせて増減を行う方針といたしておりま

す。 

 続きまして、歳入でございます。 

 まず、４１ページをお開きください。２枠目、教

育総務費補助金でございます。いずれも竹野地域の

義務教育学校整備に係る国庫補助金でございます。

学校施設環境改善交付金の上の行のほうが竹野中

学校の既設校舎改修に係る補助金で、補助率は１０

分の５．５となっております。下の行が体育館の空

調設備整備に係る補助金で、補助率は２分の１とな

ります。その下、公立学校施設整備費負担金が低学

年棟増築に係る補助金で、補助率は１０分の５．５

となっております。 

 その下の枠でございます。小学校費補助金の下か

ら４行目、学校施設環境改善交付金でございますが、

こちらは、先ほど説明いたしました三江小学校特別

教室棟の大規模改修工事に係る補助金で、補助率は

３分の１でございます。 

 次に、６７ページをお開きください。上から５つ

目の枠、学校給食徴収金でございます。学校給食費

の改定を行うとともに、保護者負担の急激な増加を

緩和するため、２０２４年度から４年をかけて段階

的に保護者負担額を増額することといたしており

ます。そして、その間、食材料費と保護者負担額の

差額を、公費負担をいたします。２０２４年度につ

きましては、保護者負担額は１食当たり、小学校で

は現行の２２７円から１２円引き上げて２３９円

に、中学校では現行の２５８円から１３円引き上げ

て２７１円といたします。そして、食材料費の保護

者負担額の差額といたしまして、来年度につきまし

ては２，５６３万４，０００円を公費負担いたしま

す。 

 次に、７５ページをお願いいたします。下の表の

上から３つ目の枠、児童福祉債でございます。児童

福祉施設整備事業債の西保育園は、先ほど歳出のほ

うでご説明させていただきました空調設備更新に

係る公共施設等適正管理推進事業債でございます。 

 次に、７９ページをお開きください。よろしいで

しょうか。一番上の枠、小学校債でございます。公

立小学校整備事業債の三江小学校は、特別教室棟の

大規模改修に係る学校教育施設等整備事業債３，５

００万円と公共施設等適正管理推進事業債３９０

万円の計３，８９０万円でございます。竹野小学校

は、竹野地域の義務教育学校整備のうち、低学年棟

増築に係る過疎債でございます。 

 その下の枠、中学校債でございます。公立中学校

整備事業債の竹野中学校は、竹野地域の義務教育学

校整備のうち、既存中学校棟の改修、また、体育館

への空調設備整備に係る過疎債でございます。 

 次に、債務負担行為でございます。９ページをお

開きください。下から２つ目、小中一貫校整備事業

でございます。こちらは、竹野地域の義務教育学校

の整備工事につきまして、令和７年分といたしまし

て７億４，２３９万２，０００円の債務負担行為を

設定させていただくものでございます。 

 最後に、地方債でございます。１０ページをお開

きください。真ん中辺り、児童福祉施設整備事業費、

西保育園で３，４４０万円。 

 次に、ページめくっていただきまして、１２ペー

ジをお願いいたします。上から４行目でございます。

公立小学校整備事業費、こちらが三江小学校と竹野

小学校で計２億１，６７０万円、その下、公立中学

校整備事業費といたしまして、竹野中学校で２億４，

８５０万円が教育総務課分となっております。内容

につきましては、歳入でご説明させていただいたと

おりとなります。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 学校教育課、寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） では、学校教育課分

について説明いたします。 
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 初めに、歳出です。１３１ページをご覧ください。

ページの下から３分の１辺りになります。非認知能

力向上対策事業費です。小学校１年生及び２年生を

対象に全市展開を行っており、２０２４年度には、

１年生は年３回、２年生は年２回、プロ講師の指導

による演劇的手法を用いたワークショップを予定

しています。 

 次に、２７３ページをお願いします。３つ目の枠

の中ほどにございます。教育研修センター費の教育

研修センター管理費です。消耗品費に３，９６７万

９，０００円計上していますが、このうち３，９４

０万円は、来年度から小学校で使用する教科書が改

訂されますので、これに合わせて教師用教科書と指

導書を購入する費用となります。 

 続いて、その下の枠、学校振興費の人件費です。

校内サポートルーム支援員の配置に係る人件費を、

ここに計上しています。学級に入りづらい児童生徒

の居場所を確保し、登校しやすい環境を整えるとと

もに、個に応じた支援を拡充するため、市内全小中

学校にサポートルームを設置し、市内の全中学校と

児童の多い小学校４校に支援員を各１名配置いた

します。 

 次に、２７５ページをお願いします。中ほどにご

ざいます学校振興事業費です。来年度実施しますモ

デル校での学校プール外部利用について、水泳授業

委託料１，４４０万円を計上しています。 

 その下、自動車借り上げ料８３３万８，０００円

のうち、３２１万８，０００円が水泳授業で外部施

設を利用する際の移動用のバス借り上げ料となり

ます。 

 その下、補助金の３行目、通信環境整備費です。

就学援助費受給世帯を対象に、児童または生徒がオ

ンラインによる家庭学習を行うため、新たに通信環

境を整備した世帯に対し、その初期費用及び通信費

の一部を補助する事業です。１世帯当たり３万円を

上限に５０世帯分、１５０万円を計上しています。 

 続いて、２７７ページをお願いします。上の枠の

上から３事業目、スクールバス運行管理費です。燃

料費及び人件費の高騰、また、福住小学校の統合に

伴う対象地域の拡大等もあり、２０２３年度と比較

しまして１，８３１万８，０００円増の１億７２８

万９，０００円の通学バス運行管理業務委託料を計

上しております。 

 その３行下、事業用備品１，２８７万円は、竹野

スクールバスの車両更新です。 

 下の枠、特別支援教育費の人件費です。特別支援

教育支援員に係る人件費を、ここに計上しています。

子供数は減少していますが、特別な支援を要する児

童生徒は増えており、この状況に対応するために、

２０２４年度は特別支援教育支援員を４名増員い

たします。 

 次に、歳入です。４１ページをお願いします。小

学校費補助金の上から４つ、それからその下、中学

校費補助金の上から３つが、学校教育課分のそれぞ

れ事業に対する国庫補助金となります。 

 ５３ページをお願いいたします。一番下の枠、教

育総務費補助金の２つ目から、ページ変わりまして、

５５ページの上から３つ目までが学校教育課分の

補助金となります。歳出で説明いたしました校内サ

ポートルーム支援員の配置に係る県補助金が補助

対象経費の２分の１となります。 

 続いて、その下、小学校費補助金と、さらにその

下、中学校費補助金が学校教育課分の補助金となり

ます。 

 最後に、地方債です。１２ページをお願いします。

スクールバス整備事業費１，２８０万円は、歳出で

説明しました竹野地域スクールバスの車両の更新

費に係るものとなります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 幼児育成課、吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） 主なもののみご説明

をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、１７５ページをご覧ください。１７５ペー

ジの１枠目の下から５行目になります。放課後児童

クラブ整備事業費です。こちら３，２１０万４，０

００円を計上いたしております。こちらのほう、本

年度末で閉園いたします日高幼稚園舎を活用いた

しまして、放課後児童クラブの専用施設とするため
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に、トイレ等の改修工事を行うものでございます。

内訳ですが、工事監理費といたしまして、２２５万

８，０００円、整備工事費として２，９８４万６，

０００円を計上いたしております。 

 続いて、その下の枠の１行目になります。児童保

育運営事業費になります。こちらのほう、２１億４，

２３９万６，０００円を計上いたしております。こ

ちらのほうは保育所、認定こども園、小規模の保育

所に対します給付費になります。昨年に比べて６５

７万７，０００円ほど減という状況になっておりま

す。 

 続きまして、同じ枠の真ん中辺り、私立のほうの

保育園、保育所等振興事業です。こちら、１億４，

３７８万７，０００円を計上いたしております。こ

ちらのほうは、私立の園関係に対して、市独自で補

助をしている補助金という形になります。 

 続きまして、その下の枠の３行目、子ども子育て

支援交付金等事業費、こちらが１億２，５９９万３，

０００円を計上いたしております。こちらのほう、

延長保育促進事業費から飛びまして、１７７ページ

の保育所等ＩＣＴ化推進等事業費、こちらまでの部

分が対象になりますが、私立の保育所等に対して、

国とか県、こういったところの補助要綱に基づいて

補助するものにございます。 

 続きまして、１７７ページをご覧ください。１７

７ページの下から８行目、児童保育運営事業費です。

こちら、７，００２万９，０００円を計上いたして

おります。こちらのほうは公立園の運営に対する経

費という形になります。その中で、１７９ページを

ご覧ください。１７９ページの１枠目のちょうど中

ほどにあるかと思います。整備工事費で、こちらの

うちの情報通信設備２００万円は、八条認定こども

園の電話が老朽化いたしておりまして、そちらのほ

うを更新するための費用でございます。 

 続きまして、事業用備品で４１０万円を計上いた

しております。こちらも、同じく八条認定こども園

の保育支援システム、コドモンというシステムを使

っておりますが、こちらのタブレットのほうが更新

時期になっておりまして、これらを更新するための

費用ということ計上させていただいております。 

 続いて、歳入です。歳入３７ページをご覧くださ

い。３７ページの３つ目の枠になります。トータル

として１２億２，６３６万９，０００円のうち、幼

児育成課分は１１億９，２０２万７，０００円分と

いう形になります。こちらのほう、いろんな事業が

列記されておりますが、各事業に対する国からの補

助金というふうな形になりますので、ご清覧をいた

だければと思います。 

 続きまして、４３ページをご覧ください。４３ペ

ージの一番下の枠になると思います。そちらのほう

にあります児童福祉費負担金４億８，１５５万５，

０００円です。こちらのほうは、それぞれの事業に

対する県の負担金ということで計上をしているも

のになります。 

 続きまして、４９ページをご覧ください。４９ペ

ージの２枠目、児童福祉費補助金、こちらが１億３，

４８８万４，０００円とありますが、そのうち１億

１，６６２万６，０００円が幼児育成課分になりま

す。こちらのほう、各事業に対する県の補助金とい

うことで計上しているものになります。 

 幼児育成課の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 社会教育課、旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 私からは、社会教育

課が所管する主な事業についてご説明をいたしま

す。 

 予算書は２９１ページをお願いいたします。説明

欄、下から７行目、障害者学習事業費は、視覚障害

者の方を対象とした青い鳥学級、身体、知的障害者

の方を対象としたくすの木学校を各運営委員会に

委託して、体験活動や社会見学等を実施しておりま

す。事業を通し、交流を深め、社会参画の促進、技

能の習得などを進めております。その委託料として

９７万４，０００円を計上しております。 

 続きまして、予算書２９３ページをお願いいたし

ます。説明欄上の枠１２行目でございます。生涯学

習サロン管理費につきましては、市立生涯学習サロ

ンの施設管理に係る経費として、指定管理料をはじ

め１，００２万円を計上しております。市民の生涯
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学習活動の場として指定管理者と連携し、広く市民

に利用していただけるよう努めてまいります。 

 続きまして、予算書３０１ページをお願いいたし

ます。説明欄、上から９行目、図書館管理費でござ

います。市立図書館は１９９８年、平成１０年に竣

工し、築２５年が経過いたしました。２０２５年度

には長寿命化工事を予定しており、２０２４年度は

これに向けた工事の実施設計に係る投資委託料と

して８４７万円、早急な改修が必要となっている空

調の附帯機器の補修工事費として３５２万円、その

他図書館の維持管理に係る経費として、合計で３，

０５４万９，０００円を計上しております。 

 そこから少し下に進んでいただきまして、図書整

備事業費でございます。新たな読書機会の創出のた

め、昨年７月に電子書籍、名称はとよおか電子図書

館といっております。電子書籍を導入いたしました。

この電子書籍のデータ使用料、クラウド使用料、そ

れから通常の紙ベースの書籍です。この購入費用な

どを含め、１，９０７万円を計上しております。電

子書籍は、小学校５、６年生及び中学生を対象にス

タートいたしましたが、２０２４年度は利用を一般

の方にも拡大してまいります。 

 続きまして、歳入についてご説明をいたします。 

 予算書は７９ページをお願いいたします。上から

３つ目の枠でございます。社会教育債、社会教育施

設整備事業債、図書館の１，０７０万円は、空調附

帯機器の補修と、２０２５年度に予定している長寿

命化工事に係る実施設計の財源に充てるものでご

ざいます。 

 続きまして、地方債についてご説明をいたします。 

 予算書は１２ページをお願いいたします。上から

１１行目、社会教育施設整備事業費の図書館につい

ては、図書館管理費に係る起債限度額を１，０７０

万円とするものでございます。 

 教育委員会からの説明は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 教育委員会、説明は終わ

りました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね、給食費もありま

したし、プールのことも、それからスクールサポー

トのことも図書館のこともいろいろあったわけで

すけど、最初思ったのは、小中学校の適正化の問題

ですけど、小坂、小野の地元でのお話はどうなって

ますか。それから八代小学校はどうなってますか、

教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 野﨑参事。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） まず、小坂、小野

地区の部分の進捗状況です。基本的には小野地区の

ほうを中心に、地域の皆さん、保護者の皆さん、代

表の方とちょっと協議を続けているところで、この

ＰＴＡさんでも、地区のほうでもアンケートを取ら

れたということで、方向性的には地域の方いわく、

ある程度統合はもうやむを得ないだろうというこ

とで方向は決めておられますけれども、ただ、まだ

実質いつにというところまで結論が出ていないと

いうところで、引き続き検討したいということで言

っておられる状況が現時点のお話です。引き続き、

来年度も具体的に時期ですとか、あるいは何を課題

にされているのか、そういったところを協議をして

いきたいと考えております。したがいまして、ちょ

っと計画では２０２５年にとしていたんですけど

も、１年程度遅れるのかなという見込みをしており

ますけれども、教育委員会としても、無理に計画ど

おり進めるという予定ではなく、地域の方がある程

度了承された段階で次に進めたいということで考

えておりますので、議員の皆さんにもご理解いただ

けたらと思っております。 

 続きまして、八代の部分につきましてですけども、

八代、先日、市長ですとか教育長のほうからもお話

がありましたように、来年、２４年度分について募

集をしたところ、応募がありませんでした。引き続

き新年度に向けて、２０２５年分の募集に向けまし

て、どの部分が課題であったのかということも含め

て、地区の方、学校、教育委員会のほうで評価等を

進めながら、次の募集の方法について検討するとい

うことで考えております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 
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○委員（須山 泰一） ありがとうございました。小・

中学校の適正化の統合の問題については、２年ほど

前に、議員なりたてのときに説明会、もうそれは最

後の段階の計画策定の前、最後の段階みたいな話だ

ったんですけど、そこを参加したら、たくさんあっ

たけど、説明会の意見出てくるのは、もう取りあえ

ず当面のところ、日高でいえば八代と静修の意見し

か出なくて、だけど、計画には全部、西中が先々統

合するだとか、三方とが１０年後にはって出てて、

そういう意見は一つも出てないと思うんですよね、

そこら辺に関しての質問とかね。丁寧にね、だから、

さきの計画はその時点では誰も質問とかしなかっ

たんですよ。目先の統合の問題は、意見がいろいろ

出たし、質問出たけど、その計画どおりに、あと、

やるっていうふうなことにはならないようにお願

いしたいなと前から思っていました。 

 それから学校給食の費用ですけど、物価連動は４

年たって、その先ですか、それとももう２０２５年

度以降、物価変動に合わせるみたいなことを何か言

われたように聞こえたんですけど、もうこの当面４

年間、少しこんだけ上げていくいうのはもうはっき

りと額で決まっておるんですか。それ、あっ、じゃ

ないんですか。そこをお願いします。 

○分科会長（芦田 竹彦） 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 物価に連動して値

上げする話ですけども、今後４年間はもちろんなん

ですが、その先もずっと物価に合わせて毎年見直し

ていくというふうに考えております。以上です。

（「２０２５年から」と呼ぶ者あり） 

○委員（須山 泰一） そういうことですね、やっぱ

り。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） なら、もう２０２５年度から

物価に合わせて変動していくっていうことですね。

そうですか。 

 あと、じゃあ、ちょっと話替わりますけど、電子

図書館のことを一つ教えてください。実は一般質問

でやる際に、そういうのがあることを見つけて登録

しようとしたけど、登録できなかった。今は小学生、

中学生しか電子図書館登録できないということみ

たいですけど、新年度からは一般の人も使えるかな

と思うんですけど、何かグーグルのアカウントが必

要だみたいなことが出たんですけど、そんなことは

ないですよね、これ新年度は。 

○分科会長（芦田 竹彦） 旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 委員、今おっしゃい

ましたグーグルアカウントにつきましては、今の小

学校５、６年生、中学生を利用対象としておりまし

て、これは学校で配付いただいてるタブレットを使

用しておりまして、その子供さんたちが利用されて

いるＩＤ、パスワードを使っていただいているとい

うことで、今見えてるのは、多分そのグーグルアカ

ウントということになってるかと思います。新規、

今度２０２４年度からの利用につきましては、グー

グルアカウントが必要ということではございませ

んので、そのようにご承知おきいただければと思い

ます。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。グーグルアカ

ウント一つつくってしまいましたけど、以上です。

すみません、ありがとうございました。 

○分科会長（芦田 竹彦） 以上ですか。いや、さっ

き校内サポートのは何だかんだ言うてたけど。 

○委員（須山 泰一） いろいろありますけど、そう

いう話をしただけです。 

○分科会長（芦田 竹彦） いいの。 

 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） １点、給食費の関係で補

足をさせていただきますけども、給食費改定につい

ては、２５年度から毎年度、物価に合わせて連動さ

せるというふうに申し上げておりますけれども、実

際に４年かけて段階的に引上げっていうことにな

りますので、２０２５年度すぐに反映するというも

のではございません。反映するのは、どちらかとい

いますと賄材料費、歳出のほうはすぐに物価に合わ

せて連動してまいりますけれども、給食費歳入のほ

うにつきましては、３年かけて徐々に上げていくと

いうふうなことになっていきます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 
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○委員（田中藤一郎） せっかくなんで、ちょっと僕

も給食費についてですけれども、やはり言われてる

こともよく分かります。ただ、中にはやっぱり非常

に生活の厳しい方等々おられるっていうのも、これ

事実なんで、例えばそういった配慮といいましょう

か、厳しい生活をされてると、なかなかそういった

捻出というんか、そういった配慮的な枠組みをちょ

っと広げていくだとか、そういったことは考えられ

ておられるのか、その辺り、どうでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 現在、就学援助費

ですとか、そういった制度はございますので、この

たびの給食費の改定に当たって別枠でということ

は特に検討しておりません。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それは、そういったことが必

要ないというふうに判断されているのか、やはりこ

れだけ厳しい世の中になっている中で、私は、やっ

ぱりそういったところもしっかり考え抜いてやる

べきではないかと思うんですが、改めるんですけれ

ども、その考え方を今後もしないっていう方針でい

かれるのかどうか、ちょっと教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 現在就学援助費を

もらわれている方は、給食費は全額そちらから出て

おりますので、このたびは特に考えていなかったと

いうことでございます。 

○委員（田中藤一郎） 失礼、最後ちょっと聞こえな

かって、もう一度。 

○分科会長（芦田 竹彦） もう一度。 

 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 就学援助費をもら

われている方については、就学援助費の中で給食費

は全額出ておりますので、特別に、今回の値上げの

分で特別の措置っていうのは、特に検討しなかった

ということでございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 以外の方で、やっぱり厳しい

方もおられると思うんですけれども、そういった配

慮は考えられないのか、考えているのか、その点も

う一度お願いします。 

○分科会長（芦田 竹彦） 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） 現在、就学援助で要保護、

準要保護の対象となっている方というのを合わせ

まして７６９名いらっしゃいます。全体の約１３％

程度というふうなことになってまいります。この枠

組みっていうのがどうなのか、さらにもっと範囲を

拡大していくべきなのかどうなのかっていうこと

につきましては、今後の課題とさせていただきたい

というふうに思います。現状、まだここで、この方々

に対しては給食費が無料となりますので、まずはそ

の枠組みで進めていきたいというふうに考えてお

りいます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） そういった枠以外の方もやっ

ぱり考えていくべきではないかなというふうに思

います。人数的にどれぐらいおられるのかっていう

のも、それには値はしてないんだけれど、やはり生

活が苦しくて、お昼は給食で食べてるけども、夜は

食べられない子供さんがそれによって増えること

も、本当に現時的にあると思うんで、やっぱり給食

費だけじゃなくて、いろんな生活費が上がっていく

っていうふうな中で処遇のところはやはり考えて

おかなければならないのかなと。そういったところ

を市として、国としてやっぱりやっていくべきとこ

ろで、国ができてないのであれば、市の単位でもし

っかりやっていくっていうことが必要ではないか

と思うんですけども、もう一度その辺り、どうでし

ょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） 今ご指摘のありましたと

おり、給食費に関しましては、その無償化の話も含

めましていろいろと議論が全国的に行われており

ます。須山委員のほうにお答えしましたけれども、

そういう無償化に進んでる自治体もあるというこ

とも十分承知はしております。そういった中でなか

なか、ただ豊岡市側、それを全て市で負担してとい

うふうなことになりますと、２億８，０００万円程
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度の経費がかかってまいりますので、なかなかそこ

らあたりは市だけでっていうことになりますと難

しいというふうなことは考えておりますので、引き

続き国のほうにも積極的に要望活動、続けてまいり

たいというふうに考えておりますし、市としても今

の就学援助費の枠組み以上に必要だというふうな

ことがいいのかどうかということは今後、判断させ

ていただきたいというふうに思っております。以上

です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やっぱりしっかり調査といい

ましょうか、アンケート等々をやっていただいて、

やっぱりできるだけ広く、予算もあるかと思います

けれども、全員を全員するっていうことではなくて、

やっぱり困られてる方が出るのであれば、その枠組

みをしっかりつくってするっていうのが一番大事

なとこやと思いますので、よろしくお願いしますと

いうことでしておきます。また須山委員とチェック

をしたいと思います。 

○分科会長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（田中藤一郎） いいです。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかに質疑ありませんか。 

 小森副委員長。 

○委員（小森 弘詞） 学校教育課の議案についてお

尋ねします。オンライン学習通信環境の整備補助と

いうことで１１０万円計上されてますけども、就学

援助費の支給を受けておられる世帯数、この事業の

対象世帯数を教えていただきたいのと、もう１点は

ちょっと細かい質問で恐縮なんですけども、想定し

ておられる通信回線っていうのは、いわゆる自宅に

回線を通すＷｉ－Ｆｉ環境の整備でやって、例えば

ポケットＷｉ－Ｆｉとか移動が可能ものについて

はどうなのか、その２点教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 答弁願います。 

 吉谷参事。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） まず、オンライン

通信環境の種類ですけれども、今現在想定しており

ますのはモバイルルーターを利用した整備という

ふうに考えております。やはり当然固定の光回線の

ほうが通信環境もいいのは承知しておりますけれ

ども、それを維持していくための通信費等々もかな

り高額となってまいりますので、現時点で想定して

おりますのがモバイルルーター、持ち運び可能なも

のというふうに考えております。 

 もう１点、対象ですけれども、去年の９月に、簡

易的に各学校に対して、通信環境ない世帯について

調査を行いました。そこでは約１５０世帯が小・中

合わせて通信環境のない世帯という数字出ており

ます。このうちのどれぐらいの世帯数が就学援助世

帯かというのは現時点ではちょっと数字を持ち合

わせておりませんでして、就学援助受給率、２０２

４年で約１５％に見込んでおりますので、その１５

０世帯に対して、就学援助世帯のほうが未整備率が

高いだろうというふうな想定をしまして、その倍、

３０％、１５０世帯掛ける３０パーで５０世帯とい

うふうに、新年度予算では計上をいたしております。

以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 小森副委員長。 

○委員（小森 弘詞） ちょっと会派の中で話をして

るときに、逆にモバイルじゃなくて固定回線なんだ

ろうなって、僕たちは想像してたんです。というの

がモバイルだと変な話、兄弟でも大人でも使えちゃ

うわけで、その辺り、ちゃんと必要な子供に通信回

線が提供できるのかっていう点、どう担保されるの

かなっていうのを教えていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 吉谷参事。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） もっとも補助金の

申請の際に、申立書といいますか、こういった関係

に使いますというような形で、何といいますか、申

込書に記載をしていただくようにはしております

けども、おっしゃるとおり、実際にそれがどういう

ふうに使われるかとなりますと、各申請をされた世

帯の、何といいますか、善意というのもおかしいで

すけれども、そういったものに頼らざるを得ないと

いうような状況でございます。仮にこれで整備をさ

れて、全く子供に使われないっていうことも可能性

としてはなくはないというふうに思いますね。ちょ

っと今ご指摘いただいた内容につきましても、実際
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に運営するまでに何かしらちょっと検討すべき、検

討できることがないかというのも併せて考えさせ

ていただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 小森副委員長。 

○委員（小森 弘詞） 適切に回線の必要な方に届く

ようにお願いをしたいと思います。 

 それでもう１点、関連してですけども、ちょっと

考え方みたいな話で恐縮なんですけど、通信回線は

整って、子供たちがオンラインで図書を閲覧できる

ようになっていく中で、図書館の整備についても予

算が割かれているわけですが、今後このオンライン

配信での図書閲覧とリアルの図書館っていうのは、

共存共栄じゃないですけども、どちらにウエートが

置かれていくのかっていうあたり、これリアルな図

書とオンライン配信っていうのは多分、経済的にも

大きな議論になっていると思うんですけど、その辺

り、図書館の在り方含めて今後議論がなされていく

ものでしょうか。（「確かにね」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（芦田 竹彦） 旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 今回、電子書籍と、

それから従来の紙の書籍でございますが、基本的に

は今回、電子書籍っていうのは、新たな読書の機会

を多様化するというか、例えば今回コロナとかござ

いましたけれども、例えば図書館に行かなくても家

でも、例えば体調が悪くても、出れない、けがして

外に出れないっていう場合でも、家でいながらにし

て本が読めるっていうのが一つあると思います。子

供に限っていえば、確かに目が悪くなるとかそうい

った懸念もあるわけですけれども、一つの読書に触

れる機会を増やすという点で、電子書籍というもの

を導入し、きっかけにしたいというふうに考えてお

ります。紙の本というのはやっぱり紙をめくること

によって、行間を読んだりですとか、紙の匂い等ま

ではいいませんけど、そういったものを含めて、や

っぱり子供には紙の本というのは従来どおり必要

だというふうに考えておりますので、そこの辺はバ

ランスを考えながら、特に小学校の低学年等の子供

については、今回も５、６年生からということにし

たのはそういうこともあって、低学年はやはりまず

は紙に触れています。ただ、一つの機会として、き

っかけづくりとして電子書籍を利用していただく

というふうなことで、バランスを十分考えながら進

めていきたいっていうふうには考えております。以

上です。 

○委員（小森 弘詞） 分かりました。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほか質疑はございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 以上で、午後の部の分科会審査に係る説明及び質

疑は終了しました。 

 ここで委員の皆さんから、当局職員の皆さんから

何かありましたらご発言を願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） ないようでしたら、当局

職員の皆さんは退席していただいて結構でござい

ます。お疲れさまでございました。 

 分科会を暫時休憩いたします。再開は午後２時３

５分。 

午後２時２３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時３３分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） では、分科会を再開をい

たします。 

 それでは、第２３号議案、令和６年度豊岡市一般

会計予算の審査につきましては、先ほど質疑まで終

えております。 

 討論に入りたいと思います。討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 第２３号議案、今回の豊岡市

一般会計予算に反対の立場で意見を申し上げます。 

 今回の予算、超過課税の維持など、全体として幾

つかの問題がありますが、当委員会の管轄でいえば、

外出支援サービスの料金の２．２６倍、学校給食費

の４年間引き上げる物価連動という問題がありま

す。物価高騰の中で、また、市内の中小企業の賃金

が十分上がらない中で、今年度の引上げだけでも大

変なことだが、それにとどまらず、来年度以降もさ
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らなる引上げが予告されている点も重要であると

考えます。市民負担を増やすのでなく、市民生活を

応援するための予算が求められている状況であり、

本年度の予算案に反対です。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論はありませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 外出支援サービスの件があっ

たと思いますが、第２３号議案、令和６年度豊岡市

一般会計予算案を、賛成の立場から意見させていた

だきたいと思います。 

 外出支援サービスについては、公共交通機関を利

用することが困難な方が、介護タクシーを利用した

ときの運賃を助成する制度であり、今後、利用実績

の増加が見込まれることから、増額するものであり、

また、今回は暫定的な対応であることから、賛成と

するものでございます。以上でございます。 

 ほかにございませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、挙手により採

決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものとすること

に賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 賛成多数により、第２３

号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定をし

ました。 

 次に、本日予定している案件の審査は終了いたし

ました。 

 次は（２）の分科会意見の要望まとめに入ります。 

 第２３号議案、令和６年度豊岡市一般会計予算に

ついて、当分科会の意見・要望として、予算決算委

員会に報告すべき内容についてご協議いただきた

いと思います。 

 暫時休憩いたします。 

午後２時３６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時４７分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 暫時休憩を解きます。  

令和６年度の一般会計予算につきましては、ただ

いま医療的ケア事業の今後の段階での充実を図ると

いうこと、それから２つ目に給食費についての生活

に対する要望や、給食の質と量も含めた安全的な給

食に充実を図りたいというこの２つが意見としてご

ざいましたので、この２つを分科会としましては、

意見・要望に付すことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定をいたしました。 

 分科会長報告について、今協議いただきました案

文については、正副分科会長に一任願いたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定をいたしました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後２時４８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時４８分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開いたします。 

 次に、（３）委員会意見・要望のまとめについて

です。 

 第８号、第１０号議案の条例改正と第２４号から

第２９号議案までの各特別会計の令和６年度予算

について、当委員会の意見・要望として委員長報告

に付すべき内容についてご協議いただきたいと思

います。（発言する者あり） 

 暫時休憩します。 

午後２時４９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５５分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開します。 

 それでは、ただいまご協議いただきました委員長

報告の案文については、意見・要望なしということ

でご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をしました。 
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 次は協議事項の４、その他について、委員の皆さ

んから特にご発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） なしということでございま

す。 

 次に、４、その他について、次回の委員会でござ

いますけれども、日時は明日３月１９日の火曜日９

時３０分から、当委員会室にて開催をしますので、

よろしくお願いをいたします。 

 以上をもちまして、文教民生委員会を閉会をいた

します。お疲れさまでございました。 

午後２時５７分 委員会閉会 

──────────────────── 


